
母子寮の役割 ι機能に関する麗史的研究

一一三葉保育園母の家の場合ーー一

I 目 的

筆者は以前母子寮の沿革をまとめた際1); 母子寮の役

割・機能には「変化する」部分と「変化じ土ぬJ部分が

あり，後者は普遍的役割・機能と Lて，母千寮が存続す

るかぎり受け継がれてゆくべきものであると考えた。そ

れは母子保護法成立以前のいわば5露関期母子寮の事例考

察から生まれた鋒者の直観であった。事例として取り上

げられたのは，わが国の母子寮の濫鰯〈ちんじよう〉と

称されるこ業保育園母の家であり，時期は1922年〈大正

11年)6月4自の設立時主りi1937年〈昭和12年)3月

30日の母子保護法公布持までに限られた。この事例の解

釈から母子寮の普遍的役割・機能の表現を試みた結果，

つぎのZ点に要約された九九、

①母子寮は，経済的むしとは精神的に著しく不安定

な状態にある母子に対し正 r身ど心の安住所」を与

え，その自立を促すベミあちゆる努力をする。 f

②、母子寮は，入所母子に対1;.:<:つぎのことを念願す

る正すなわち，入所母子が「身と心の安住所」を

え，遂に自立の生活を送るに至高過程において，揺

るぎない人生観を獲得l.¥ぞの後の金生涯を確かな

F 希望を抱いて歩むこと。 F

そのために，母子寮ではたらく一人一人の職員

は，自らそのような人生観を保持する「希望の人」

であって，いかなる困難にも忍耐強む勇気をもっ宅

対処する人物である?ととが望まiれる。

ニれは，時代を超えた母子寮の理想像といつでまいも

の宅ある。だが邑時代キ社会状況を関わず，いま事業苦

営むずベセlの母子寮カむこ町2つの命題に照射され入、適

切な自己批判を促されるごとによってはじめで，J:り鮮

明な自己像を浮び上起せるごとができると考九られた。

しがし時々刻々の事業の診断ではな者 ι亡、母子寮運

営を長期間にめだって検討只診断宇るという場合くすな

わち母子寮の役割・機能を歴史的に検討ずるといった場

合〉ほどのような尺度を用いればよUのだろうか，ある

いは:f::'のような尺度が果して存在するのだろうが。九本稿

研究第9部 )11 西康裕

は，かかる疑問に促きれながら，しかしぞの疑問を解〈

鍵すら見出せないまま，とにか主一度，歴史」己に存在し

た母予寮の営みをできるかぎり践実に辿ることを目的と

しで執筆された。もしそのような尺度が存在するなら

ば，本稿に示されたととき努力に応えて.いつか姿を現

わしてくれることを信じたのである。

E ニ葉保育園母の家の歩み

〆施設名:二葉保育園本圏母の家"

所在地:東京市四谷区元町六半六番地')

施設経営期間:1922年(犬正11隼子 6 月 4 目別 ~1945

年〈昭和20年)4月13目的

1 母由家出俊置

1)その経緯

母の家の設揮についでは rニ薬保育園第二十二年報

E自失E示年一月至同十二月)]中の「十一年度新計画J
の窓際の下に，、そのいきさつが述べられている。

';T -:':<:、半←年度新計画 〆

日本閤附近は近来非常な変化でt..-c古い小家屋は片

、は七から改築ぜちれてゆきます。従って住む人の程

7度とえ固とに大きな影響がございますi 〆も

/、曽て三百五十人まで容れてなお足りなかった本周

日設備は今は盲玄十人だけの必要になりまじた。保育v 、

~一所の使命が周囲に応じて変化してゆ主~~ぎ佐賀土今

ムやごめ余れる建物の部分を止りよき必要に吏へてゆ， ' 

0<、4 き時期の来った事と信じます。lぞればがね古，.t， .--/ 

りの難問題，父なき家族の保護の為に安全な住家をー

く備へ度いのであります。乳児を抱へで俄に失に逝が

γれた若き寡紙、多数の幼児をのむじて置き去りはあ

った力なき母など，これらの同胞がι宇べてを訴へ

て頼らるる時先づ要ずるものは安全な住居宅ありま

す。此住家の無い為に又は不安全な為ほ治すみす陪，

い生活に落ちゆえのを看過すのほかな普場合が少な

.:( ~三ざいません。保育所と ιt彼等f:まラヨ安全な住

居を与へ職業を分し何か正其日常生活の友となっちC

ゆく事によって其不遇な家族の幾分をでも救ひ草る
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とせば其に適当なご用だと存じます。現にやむなき

必要から保母住室の一室を来は保育室のーで部吉之にて1
一、¥".. ';，<->.、 ιc.'， -..::;， .... :;"-;::;j .，_s 

当てねばならなかった場合も数件ございますので。

で今北側保育室一棟の中四十五坪を歎造ド剤、Jf¥
な室を十二に致l-!l!:.それにつれ他の要所要所を改

造修繕等望み通り致しますには約九千円の費用を要

します。、内務省では特にこの計画の為にと弐千円の

御下付がありました。何卒"J、規模に!して}も是非とり

かかりたいと期して居ります。

経常費不安の現在，準備金の多去を使用ι7てしま

ふ訳にはまいりJませ由。、

、是も亦皆様ρ御賛助を侠つに切なるものでござい

f ま示。- 、 ヤ 以上。

大E市一年三月 宇野二口 ι 幽呑‘

、斎、藤ユ峰子 f 

徳 永 恕」

上の報告は大正10手度ゐ二葉(ji古歯車誠治ゐ87%をそ

の寄付によって担った 522名町賛助者に宛7てられたむの

でありへ設立者野ロ幽呑，斎膝峰子町商名および主任

徳永恕の連名による寄付依頼状主呼応で差支えない志の

であろう。 ιかじそこでは，ェ③かつ之は「鮫ケ橋」と呼

ばれ東京有数の貧民窟であった二葉保育園本園付近の急

速な変化によって保育需要が激減したため，部分的な事

業転換を迫られτぃJること.，@新じい事業として，これ

までその必要を痛感してきた困窮母子世帯のための宿泊

保護事業を営む予定巧あるごと，③その設備には従来の

保育室を改築してこれにあてること.o改築資金には内

務省よりの助成金:2;-000円主得たがまだ約7.000門不足し

ている内でで腐のさ賛助をお願いじたいζ ム'の4点が

順序正しく述べられてお札とりわけ，②の部分収合ま

れてし〉毛「保育所とじ主彼等にまづ安全な住居を与へ職

業在分し何かと其日常生活の友となっZゆf事Kよって

其不遇な家族の幾分をT岩救ひうると也ば其時適当なご

用だと存Eま'j:J"との確固たる見識は，社会事業家の強

い自負心を伝たで掠常「な説得力を持つ内容にじケている。

この識見はぷ保育事業開始以来さまさまな閤窮母子家族

からの相談に応じハやむ在klb.，場合は保育室宅保母室の

一部まで提傑じたという過去の経験カとら生み出された当

然の帰結"J:あるがのようiである。r ふが九三げ I人円ご

さかのぼっ1でさ一昌広古い『年報~':を織若忘つぎのよう

な記事に出合う013士~~.-. .に: 〆，;;:':C::，~， 

下、、;ノペ家庭生活の状況及父母の職業 λ、ニ!λ:一

、子供.1[):数は百三半名ーですが"児童生来宅居る察部五

組ありまT<e>でバ育十互主名あ石替で事目、ますて。其内

公親のなわ者カ1};1t名，(::~耳j親のない者が，名あります，

尤それ等の子供は祖父母の手にて援はれて居る者も

Jfりε 号F22独死で警4下EEるのもおりますが，け

ふ父親が逐電して非鵠に悲境に居るかとj思へは，問

もなメ父親帰~::ç存外裕かに暮す者もあり，第二，

第三の父親の出来る者もあり. rおとっさんよそか

らいただいて来たの」などと吹聴する子供もあり，

父なし子といつもあわれげに語って居る母親の，赤

ん坊抱いて来る者もありて，こちらでは父なし子と

きいたは間違であったかと，遠慮もなくきくそして，

母親を赤面させる事もあり，区役所の屈の怠れる為

に私生児になれるもあり.;>1;の私生児もあり〉種与

に雑多其相は容易に計り難い所むありますが?・

《中略〉 ・4・・7・

保護者百十五λの中 、 ¥川

、両親揃へ喜子供〈もらい子も含む) ..;!Lオ八人

、、父なき子供 二-， 九 λ

母なき子供 ー λ 、

〆両親なき子供 λ 七、一人 l

父なき子供九λの生活の有様を調べて見ますと

で，母の独力で育τ居るんの五人。内三人は仕立物"

一人は姻草，一人は寧採り文は煉瓦運ひの労働日

であります。

ニ，母の畏の祖父のカを少c立借れる者-A'
A 、三，、母は奉公じて親戚に預けFれ居る子供-，-A
四，主とし宅祖父の世話l=な牝右子供一人

玉、母の独t!どい叩E判然せぬ者一人

母なき子供一人は全三父円寺はで育て色れれ、着物造

三父か縫ふ号~?でご!ざいます。筒親なき子供七人あり

，i;すが，内六Jには祖父母に芳Zちれ。ー人は担額-

Fλの手に育宅られで居りま宇.某祖母り職業は替変

やの粉を挽くのでございます'J(自明治四十年七月亙

間四十一年六月『私立三業幼稚閤第;!L回報告J)γ

このよ告に適所児童の家族背景を知ってみると各々の

状況に応、じ-':.保育時間の長短を融通する必要が生じてき

た。特に母(ないじは父〉対外広働き早出で全芸宝哀を空

けている家庭の子どもの場合は，必要f;応じtて!I.可。らで

も長五預るこ止と ιたれ /tるうじノ:そA;な保育、施設の存ず

在を知った困窮母子〈あるいは父ニj'，)'-家族が遠隔地かをt

=業を頼って理事ねでくることも争点なったよ!ミ}ι"!~".:.i 

.:E，或E幸は生活難かr，.行方不明になった公親をどペゴね;ι:

るすべもなき若き母親町三つに足ち均予供牟二，A.~

; .j可とホロぬらさねばなjらず，、困じ架でた来手 1之の毒、v

t 耳目いたかち主-;:態々 新宿か1ち頼つで丈 lる憐れさ，夜¥、

;、業もじで漸く三十六銭としYう癖余り必然の議dに，

l 乙れは特に朝六時から晩十時まで金正ぺ先生の子僚に
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の資力のないものは何処かに追ばれてじまふ。戸数が減

って参る。生活程度が高まって来る。託児の必要がへっ

て来るj闘というl日鮫ケ橋地域の変化が，三葉保育園本

閣の事業転換を余儀なくさせ，母の家設置計画の引き金

となったものTあろうi左は，各『年報』によるニ誕の

鮫ケ橋移転〈明治39年3月10日〉から母の家設置〈大正

11年6月4日〉までの本閤園児数であるが，、その推移は

この事情を明らかにじで〈れτいる。

第7年度く明38 人 7~39. s) 今 、100入

第8年度ベ明39:.7-.，40ノ6) : ，:120人

第9年度 f明40. 一 7~4L 6) 屯 1別人

第10年度〈明41.7-42ょ6) 120人

第11年度〈明42:7-43.， 6) 

第12年度(明43"'7""44.;6) 

第13年度〈明44.，7"'45. 6)、

第14.年度 f明45:7:--大2.6)

第15年度〈犬 2，7'-3; ，6) 

第16年度〈犬 3.7-4. 6) 

第17年度〈犬 4.'7刊 5.6) 

第18年度(大 5..7~6目 6)

第19年度主大 6.，;7""7;め

第20年度 C大 7:，7"，， 8.;12): 

第21年度 f大 9;.'1"，、9ょ12)

第22年度〈大10.1-10.12) 

124人

120λ 

120人

， 120λ 

253人

261，人

260人

'265 A 

248人

250人

不一明

147，).. 

第23年度〈大11:-.1':-'11.12) 、 ， 116，人

大正2年 5月の増築Kよって急増じた題児数は.犬正

宮年以来激減の様相を呈するのであり，之の数字に地域

の変化が反映されているのであるα 〈

きて，こうして母の家設置の必要条件は満たrされた

が，これを地上に誕生させた力は公費に依るとと与大で

あった。左の『三葉保育問第二十三年報一〈自:犬正十一年

六八六ニ，五人

一七三六，六O
三0-.七六

五00.00 

二000.00 
五00.0。

七二九三，三一

四六七，四四

二六.00

主=0.00 
母の家改築費

経常費へ流用

差事l現在高

四六Oー，一五

ー六七八，六二

?四六。七，七三」

三れをみると母り家改築費4601円15銭と内務省助成

金J宮内省御下賜金，ノ;東京市交附金および本年度臨時寄

附の合計額4736円60銭とが近似値であることに気づくだ

ろろィつま型母の家はι 先の依頼状に応えた寄付金とそ

れをはるか民主国高公費助成金によって設置されたと考

えられるのである正，-;-_ν'，'

2)建物設備主設置後の事業連告書 ，--， 人

母の家は北側保育室?棟が改築修織されて生まれた。

当初は12の居室が予定さ、れTてhたが結局10室に留?うた。

第正図の斜線部分は改築前の保育室を示じておりiその

右の f母の家」市主改築後の岡部分を示している。設置当

時の母の家は大きな期待費と担いながら，まず保育園の片

隅に位置を出品たぶ

設置後半年間の様子tとつい?では w三業保育圏第二十

三年報〈自大正十ー年ー月至同士tこ月)Jの以下のK記述

が詳ιU司令

f 母の家牛、山

l前年ー寸申じ土げて置きま Lた父無くて幼児島る

家族の保護の為に本国保育室の?部四士五坪を改造

じて成り主じた母の家は，四月初め工事にかかりま正

月末に出来上りまじたので六月四日から待ち設けた

木々が住む事になりまLた。

中央一間廊下をへだでτ左右K四畳半1¥.三挺ニ

聞にもなる六誕の室二.計十室これが全部でご古い

ます。一各々炊事場がついて居り雨の日には廊lSが色

も水場位行けるやうになりて居りま官。

家賃は南側が四円，北側が三円五十銭十室町内

一室には差配役なる渡辺が住んで居りますのであ主i
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ふどうして部屋がないからと云ひ捨て古事が由来ま J

¥せう。此入民正つでもっと早《安住の場所と其突な

{保護・・相談相手がありま ιたなら斯弔まで無茶な

自に過はないで也すみまじたでせうに。また一方で

は出かせまにいったまま失からの音信不通に失望し

てたどり来た母と子i留守中に生れた乳児まで抱へ

えやラゃうホッとした許りの処へふと帰っ宅来た美

主の再会，喜びに生きかh つで.今暫4はJJllア々 に奮

闘準備，やがてしつが;り主世帯を持ち直そ号左希

望にががやくむきもありまする¥

とにかくに安住の場所をZた彼の:人々 1は毎日其幼

児等を闘に托してー生懸命に働Uτ居.~まf。、其仕

事は主申せばd、使，掃除婦，、病院， ミぉシ裁縫;:Ii吉
に，草刈り，風船売り，編物.裁縫い通E少女中等てで

収λ;ば一日約八十銭，それ苛母予三;λ位辛Jうじ宅生

活 じ て ゆ く の で す 。 ♂ 吋 )，.) 

八病弱な人文は不時の必要の為には補助が要ります

が健康である限りはなd拭干独並自営を重A;(;苦手。

ここに母の家の使命が必りまJす"0'itJ恒三 ι主母は予に

より予は母により，貧ビ年出あれ寂L:(，はあれ希望

をももって其日其日を幸福に安全民生きzゆキのう芭32
d:"ます。 く"イ りじり立つ 1、工会

人出で去りました五家援の内三;んは再婚J之氏以或

l寮舎刀賄ι，幼維溜めおばさん2付与、4 入以不孝気

'が狂うZ病院の綱厄介民なりまじたo':' '.~;.:.;> :，'、 E

母の家はもっともふと必要でζぎやます止世の幾ζ

、1tの不泡なる母子に代りもっともっと設けて下。吉山

Jと叫びます。二、どっ:i..¥: :.'i :_'_ 1__ ~i'二二 ~;~ 

幸ひ本国には:1"だ地所があい宅居りま字。 λ f、

''_'‘ 

、
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川西?母v子寮の役割Y域紛己関ず岩盤史街研究

維持は略独立じてゆけるど信じ盃す。! 、 て'~ '，: 

建築喪主ム:あれば。ふ ;.' 

、建築費さJL;与へられればi，'γ ，.:-;;:;_: .;.~にゆ いうよ γ

ぜめて尚十家族保護のたがふ 1 、 1 ~~ >'-.: 
五ふ十坪…・・ 6六千円。パ 、v r 

J 直ぐにでも建てます。

何卒御覚え下さい。 l 】 l かぐ一、

会計状態をお目、にがけます。"、 οJ 

母の家会計

収入合計

寸 (2

二五三，固ま王
丹 y ‘訳 、、、ハ、

内
三一九ノ\~.四草川F

;"""0;"00、三、
賃

金

金

計

品

閥

会

ロ

家
都
返
札
山士

w
A

四主;0。
、 一一 ， ' 一内 訳

設備・修耀

雑費消耗費

電燈料

貸金

救与、金

手 パー当

差引現在金

2 関東大震災と応急母の家

二七人O
J¥' 0。

回二，五0'

五七， 00'
-ニ.-，~'':''''二五

:eo， 00〆¥

、=六九;()j川

;"1923年〈大正12年〉、9月1日の関東犬震災で大破損し

たこ業保育図は"ただちに応急修織にとりかかるかたわ

らr それま宅め事業の枠を越正宅権災者救済活動に取り

組!んだ12"o~そ'のιづ民1923年 G大正12年)11月，本国中
央部の閤庭に東京府より目。坪(/p之、き1:.;>クをうけ!宅建てら

れた擢災者中心の「応急母の家」があった附£辻め結

果ムニ脚 祖 母 の 糾 昨日齢の一部を改築し

事撲を開始して約一年半を経過する従来の母り家1zrこ

の「応急母の家J:を加えることとなった。当時の事撲続

略長19，23年〈大正12年，) 1-12;月の会計報告は今まのと

おり宅ある。

r，斗，*圏内「母の家J'"於テハ央ヲ古ヒタル母子

、ヲ収容、止宿泊ノ安全ヲ与フアレト共三授産事業ヲ突施 A

i 、、ノ7'自活J途ヲ騨シ併セテ託児事業ヲ、経営セり〈一、

、三年三月五日現在)J叫

:O:} :D-:.;.~> 母の家精算l

収一入合計〈家賃及返金3 一四六四，八七
円

表出合計九 ./，'-" 、

内訳八

ι〉修総裁

ノ¥い! 句 、一日

五ご.， 0八川

衛生備品

?電~燈料

以救与"費

手当

差引次へ 」

五。
0

0
凶

一

六

-
c
o
o

--ぺ七ーロ
G

G

四
主
ハ
ニ

d

五

-一一

¥
 

" 、，

3 主婦大屋ぷメ ‘ 〕

ここで右の会計報告の「手当五O円」ならびた前年

度会計報告の「手当七O円ぷどい、う援字に注目した

い。月あたり五、-6円である。母の家発足当初には，親

子三ノたが一日約、的銭の母のJIli.λセどうピb生活苦維持し

ていったJこれを:月加と換算すぬi20円前後の会裁を忘

るJじだが」でどれ正.ft量1<，0て私一」記の手当樹立，求人

ム人の労働に支拡手報酬とじてないかに百低額である。 J
『年報』によれば，当時の母の家の一室には「差配役

なる渡辺」が住み込1んでいた.しかじ渡辺は，この時す

でに乙業保育鼠の専従軍高を追いており."戸東京府社会際

児童保護委員あるいは司法省少年保護司といった肩書を

もっていた目、先の手当示とのような:社会的地位民ある、

渡辺に支払われたものであれば，その額の低ざもうなヴ

け'<Iのである) 、 八 J 円 、 ， 、J 〆 、、 日

しがじそれ、ではジその程度の手当を受けf他に喪織を¥

もちながら住み込んでいた「差配役jとはν、かなる仕事

をしてい売が正い主b公宇畿通り母の家の「管理人、j宅

品ヴセ，者まど予告t半分に慰Iあ励ます相談役とはなりえな

かっ、だぷほほ推測され ~!ð)である。
、やがて，母の家に「主婦」なる職名が現われiる曲証、と

の役割を最初に佳さ ;n'.t:ぷが大屋ムメであり，下は，、

1939年〈昭和l"M手)'S'月凶日付の彼女自身による履歴書

である。.'....， ; 

f.. "、履摩書ノ ，大慶ムメ 'A

、ーに明治ニム年一月二十主日 t

本籍 f 凍完投市四谷区元町六六 、

現住所l 〆向上J 、 o"， 学歴一

h 明治三五年三月九福岡英和女学校初等科卒業ケ

ー，同年困月白三東京府泣窮三高女三学年編夫、ノ

一-.""明治三犬年干潟ニ寓女王学年修業、 ， り】、

ム，同年四月 t福音教会伝道女学校」年ス学 1 ~ ~~' 
町、明冶主七羊三主Fや伝道女学校一年修業3 己円

.同年六月 福岡英和女学校専科ー年入学.~， ~" 
.，....，...明治三九年六丹福岡挺和女学校専科卒業込 τ、

)，. c'業 L務，けとにい~-φ:ぷ:"!!!問 J

一，昭和四C年三月(母福岡県夫牟悶市美以教会伝道、

婦任命四一年九月家事ノ都合ど退職仁~ ;. 

ー，大正一三年三月瑚 =禁保育園の母の家主婦就

任現在ユ至ル、同年九月 f 東京少年審判所嘱詑
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i五里ヰ1韓愈愛育哲学所紀零玉川、仁第16~

;保護司手命 φ~l :::': .~ j _:、

(，~，/明宅ち宇東京府方面委員任命明和?七年
〈来京市救護賓員任命昭和一四年~'\i司法保護委

つ:厚年令工
:';'_>i~) コ身上異動 /市、日

明治三九年七月犬屋雄三郎ト結婚に左E弐号竺一局

、失死c 令 、 ぃ，、「パ内 ~'r-_'.\ 
t'!I~ 、\'，い'-_'凶。叫'"江;'，'-' -' -~ 

立 J有之通り。青fR違毛布flit也、ケコ ;zmR勺;'-: -， ~ .)~ 
.，ι、昭昭戸列f;to，"7'一一明照f吟F片吟切才今竺柑ち里芳、与長k与畏;尽之。明戸巳l しJ、吋ι心、三."凶δ「ヰ本犀合封fL;噌，J汽〆，.，ν 

J大六も黒停E写恥!わ舎μいメぺ併1
2後罪q符祭令"c:域茨正1将司守伊9明.. ι 尺1享Z君第EJ忍R持2喧雪京E喧空執f代t切のz現翼2弐号で

号教《時t=-ニ?繋F然芳民寺烹ミt缶匂号号吋て浄?宅徳徳、主j湾埋φ1角主司亭F寺劫、11けt.るた《冷や
在電宅阿民うJ己烹与二長 ζ "é:母η家手持cキ r\1:~管却を歩及ら
fE14!!?、J二日 、，目、:町三山Jお

~-.J車場J と氾空タ称は!i'，，~業停菅、殴第J弓市五年郭』ス~.s
王寺ミ婦木塵i#:子姉2~J. と J査察:!;現忽オちるが'1\'.j開穿報10，1事
k.可ltb1撃の発寒I，C. ，!:戸Jも均7)~.〆まなそ々駿務-~}~:，うtU7?
納容す静が切らか広明記述はさk開明、。二:ただ
ポ?の毛7)5君主りJふれ筆者，の聴取呼応与らりた当懸の!苦労、

者聞のすべてが，犬屋が野口図長と徳永毛無り全幅の信

号車毎τ山本因号t'空軍ての寒務の'*il1lを振っなととをliIl:雷
じで作点、主、とJ]';;主主る?〆守こから".J三車衛大島f'>?¥Jべは母
の家母E党の実質的な3担任者望月号ったと、の捲測が荒事匁号、
空あ、号号。召集j事育l図母'?家は.:費孝次をち海主τはeじめτ
保育事業から独立し六損導者l志もlった:ι翠解iさ;11，.る、ので

君主る。I司5は浮々家運営!;;I?t:える犬堅の蕩本均考犬、を/伝

え""kの人柄寺努雪量とませ争、文寧Jで争るUCペ主戸口、~

F幼児を腕に夫に傘死別Lτ題、売に;kな三位む吟家 r，;i

なく，使ふに資なく方策尽きて愛子と共に死の道を、

選ぶか文は生きる為はは不道徳も敢へゐτ為すか三つ

同一三守の断崖日立?母i子の危機を目の前に見せられ

た時私共は自分の無力、を知り守常も筈iを、鉄ねて傍焼;

するに忍びなiJ，>_つだので，何とかして此人I々 照安鎮

の地と糊~:'?'哩とを与べて心身の苦重量より救bu 冷

えて頑民な♂サ宅奇声、られてη結果社会時対iじ苦持;つ

呪心を感鰯に木に対しでη恨み1責りを、許LY3まで
感化出来塾信念事t寒教教育民ょっ市持た、せが、自巴反

省と敬度。指障に精進さ羊按い培鋒ーと也，，-~僚命々を
呆させね咲薄らない」却し ~、

彼女砂押筏年五大正1詩集〉カ，ら，ょ19.、M宗【昭利19停〉

健康上の理由で退職する2<'まで，ちな校ち36歳-56歳の

約2Q空間在玖々 家主婦と乙Lヌ勤続可1ゐ1・2と l二 1

4 増よ己中築11出、 ;ι 代 RJ¥:Aトリ

J?規Jミ、u擦C';，↓ぃぷ! 山民生 、 人

事担走迎';hτ隠i1!，，!い 1，~学年/;kjQ3年〉九!日月、，本間

閤庭の臨時パラッヰ!号f衿 I応急母の家Jがき?、のtけ

られて，母の家の増築工事が着手され人\同年l~.I'J，務成、し
た制。建物の規模は，二階建ll;>:Pf'/居寧18，集会・授

産用広間1，主婦室 1 ，タ樫~.!、不明白炊事室 2合法滞室
1，使所2というものであった制。然ヰ興は『手持保育

圏第二十五年報』に掲げられた仁ニ器保育園本願母〆家

平面図」であるが，中央部の「新館惇λ家」と図面の左、主 1

端にある「新館母ノ家二階Jがとの増築部分tにあたる問。

2)経費 ;"， '~;:2~(\; 
増築年率した費用の犬部分は，託児所 1 炉所~~P坪〉

母子収容所1ヶ所分 (205坪〉の建築貨初度調弁費，借地

料及誌思E快挙分量宮市費として下付された政府季任事業

資金36;，988問80銭によってまかなわれた2めい、ノ、、ノ、 J

3-);，増築畿の事衆運蛍

ω職員 ;~ .' ¥::2' 
専任職員としては主婦犬屋宍メーんであったが，少年

審判所保護司植固ま代ならびに長年二葉保育商用労者で

あった片珂f卯辰が，共に母の家に住いい主婦、を捕助L

士::291.;、

{幼:居!室

増築にともない母の家の居室は，四畳半1{).五畳半4

六畳?主主是正2，計29室に増え，二階を除く他時皆台所

設備、時付Itられた刷。 A l7r二 i~'i\
(3) 入居家族 三?泊、 :~~R~- 、ス交の 2

主れらの居室砂，j.JIi'¥.バ司ッ舟引今ヨ尽きtの、家族，，:sf-1!k
ヶ谷" -i雪山，集団づラッグJよlり紹介りんャ汲穏守:より紹

介幌、て待ちかねじ水々時空t~.'2 まち溝員とJな32;土均た。J

第王表は落康!賎均私再増築 f昭隈3停12月〉了ま;でのス辰

家族数ITJ樵喜多を知Rうる限り7$;じたもの、であ;毛晶心，_、

第正衰 戸 、 ; 

右にみられるよ号に，こ司時代Kも居室数密入居家族

数が上まかっτ勺る。希望者好会いために-;，:'yjミホ数町家

族は別世帯と向島を余儀なくされた0>;であり己点iの結果

母の家開設当初の一室一家族制の原則咳ゃぶり企t会情勢

に押し1寵されてしまっている問。左に示さねた大正1~年

12月当時のλ唐家族員の内訳はこの察情を如実収物語っ

ている。

33家族 104日人「一番犬家族は七人，次献立話，

五人三組，四人二組，三人ででニ組，、二人一三組制」

相当窮屈な生活振りであったろうことは恕像ほ難〈な
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川西母予寮の役割・機能K関:tる歴史的研究

一第E図

"己 、
J 

ト¥サ

r 
e 、

、、一

"，" 

-" 

u1い、

も之 江 、p、 バ 、 ~、

だよ残されだ記述がi開設当おより具体性に官んでおり，♂

まだそごに徴がな相遼卦'f.;_，おれる!ので以下に紹介すると、

ととしだ。はどあに母り威職斡旋の記事から一一。 l 一、、

「まず参りますと其んに適じた仕事を見つけます.

これがま元市々あがf+i'i以上Aにかどに其仕事のあ

るまでは主婦が中心it'L…せ食を共f':e1.;;何かと困の
宇伝ひなどさ告，‘裁滋円せぎる、人kば縫物'a'.其聞

に性質も行がり長短も効匂らlされる，、仕事が定まれば

子供を閣に託してたいていは外に出で働仁♂或者は

事務員にf或人は主場に，ーまがよ4も臨時にお依願な

どがある士通ひ女中ピ向什ます，お洗濯とかお掃阪

とかご病Aあ..;;'での自画時の入手などに日連ひそお

求めに応じまず，電車賃別お昼飯付一時間十銭円割

で4~J ~ 

、一、

、

て、

時

o 

<> 

:E国

こうして収入に安定を得た者は，それぞれ独立に家庭

を営み，いく分かの室科怠母の家に支払うごととされた

が，そJめ額はそ11-'ぞ抗的家計にJt;じで坦t!のよ号に柔軟

に決定された。

「家賃はニ円から六円まで，古、ち、ろすiA/電燈.'氷送、も"

こめてである，其差はたいてい室の院さ;向なさ点t

応じてではあれどまた其生活の状態にもどりとます。日

広い部屋に住むのは、犬家族，生活はむ、じ巧困難であ

る家賃、としては反比例になる叫'j

-281ー

い。それは，ここに住む母のほとんどが，ゆ〈あて、もな

いへすでにー度は死を覚悟して危ミ救われだ弱きλ、々

であった闘という事実を反映ιているがのようである。

母たちは生まれ脊った境遇弘教育忘年齢、も、さまざまで

あり，ここに紹介ぎれる経路もぶ瞥察，職業婦が所，各
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っti::開。 ν九<." .，.~♂ 

(4). :入居母子町生活'.~ ，"，じぐ， ~ i ?， ¥己/、

ν、イ、，母の家の速蛍理i念、

母の家は開設当初に較べ，つぎのようにさらに明確な

突践目標を打ぢ出じてゆく。、二 ハ ， 
「過ぎ来し方ぼ如何にもあ:11)'"'度母の家に結ぼれだ
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ロ，母の就労と救助費削お£び室料

母が就労し，その得た賃金のうち恥ち室料を支払う，

しかし母の病気等止むをえない事情のある時は母の家ポ

経済的に援助する，このあ:り方に変化はみられない。た
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アアで~手-、

であ'?た刷。ニ務保有国母の家は二れをほぽ最大規戯と

して昭和20年まで存続寸る叫。

E 再増築後の事業運営

'1)久居家族数と分家について 小〉

再増築後円入居家放数については.~ ， Ii'-，ニ薬保育園改損害

落成報告強'J"(昭和4年5'月〉〆『ニ築保育園第三十白年

報~ '.(昭和 9年 1 月);および『事操現況摘要~i(昭和9

年2月調3の記録による以外に手がかりはな、ふそれ以

後は I子どもクラブJの出席簿によって学齢児の在籍

者数を知ることができるだけヱである6九限られた資料か

ら，第E表に久居家族数久居λ員数，居室数の推移を

みるニ正とする。

これをみると，再増築間もない昭和4年は例外として

もジ昭和9年には，いずも入居家族教が居室数是上まわ

っており，先日あ'げた次iEu年~昭和3年の数字を通考

感ずれば，恒常的泳部屋不足に悩んでいたと:考-j.じ后れ

る。このだめ広陶や乳児震をも居室に代用七だが剛毛

れで補いきれるわけでもなく，またこのような変則的な

部屋の利用はできることなら避けておき守主的こ岳であっ

た。再増築後発足仁た「分家」制度は:)-第一にこの事情

に対応したものであったがLがし，、そ初来した役割はそ

れのみに留まらなかrった;，、 了十三、〆 ζ

一.'290ー
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つまり. r分家Jf*掩屋.iI'~解消のための苦肉の策で

あったが，同時比退鮪めまフターケア方法としてもユ

戸グな存在であったとい昇者。当時「分家」を経験し

たS民の次の証言は上の記事会立証するものである。

「ニ築よりせがお:~:tj::)当四家族一緒に=築のそば
に一軒借り池世話一齢制年位共同舗をしそ

の内T さんは小松川町方へ~~;'N さんは若葉町2丁目

付ヘ K;'::術時特楽町公闘そばの市営住宅

へ移転しまじた凶~lペ V~ ; (1:i 

なお，母の耕三訪説明築に増築を酌てもな

おなお押しょせる母子時君事れに対して，以前より他の地

明たな母の耕輔噴き肘をもって川が， ω時

32Z3223総長官;127族収

2)職員 り~ • " 

帥 臓 の 三17支持J
粗い計鍔をすてまil;t;"母り量産の蒋増築は先の増築時に比

べて母子ともに約.1央委JJ引をもたらした。ここで

やこの大所時世努怜開に十れ三こと1:"1"子主
ず第E表によ二五主主の時代に母の家に関わった職員のデ

フィー崎桝b沿泌三J

第E表 父、llf72:反去に;

名|生年月日|職務内容|就労期間|就労の動機|瑚勲、 l;乳、 歴|

ムメ|明治21年1月k母の家の中で犬iE13年間除時代金親孝健康上、の謹白 煙 型女学医師の未亡人，三

宅iLL由叫仇んにt???2ザ 二里?±1せ!江工、広Z蒋在溢主諮雪儲高翻割 λ :以公川λぷ
庁罫日没Toγ去ザ手λ主bE劃貯r汗又叩凪~叩凪ノ〓rるるため | え吋tつJ 人 '11':'グ:J I也♀か、その襲を昭

刀 I~語議梅鞠主詰誌華寧;i弘払胡司 I Iド"引;
②昭和初年まで叫 l 一一 l …一 L二一一 隙 Lたニ人ま成主概置

目，入¥M¥J沙矧鋭; λUり川ぐ辻1と1...'.日ドr予引ぺ;k; 山円1I臨釘5釘t会を仁害鞍斡
」煽話労鶏事調三山7

J接握当 I I I I戸三 凶;そして戦中曜劇制

九吐霊鶴皇F家の外村~I 1 1 . 1 躍臨主皇銭芸アヲ員窮;湖君

J醸2麓醸麟麟i緊鵠鵠2護鶴糊i議融i謝倒 1 J : J J I?/暴挙
民昌昭和7年 I .1 . し Iぺi 仰結核を罪者み， ム
「東京府方面委到 I . ;.' I一 十二 I主よ型 1 年~に袈
任命.• I I I 1， 庁を残して早逝す

@昭和9年 9月 I I I Iγ  向。
理惇 E事E皇制定I I I I一 二葉独立教会会

1燃機割 l' ド川北合 十J-F-i;川 CZ

::|守懇話霊祭;11klfY川 l ll l i 

川西e鵠手寮の役割~・機能ie.関芋志摩史的研究

年 月 | 入居家族数|入居人員数|居室数

昭和4年5月| 45 128 51 

昭和9年1月 56 '幻 183 52 

〈内訳〉 〈内訳〉

7人家族-2

6人一一一-2 祖母一-3

5人ー一一一 7 子一-124

4人一一一一10

3人一一一13

2人一一一一22

昭和9年2月 55 178 52 

〈内訳〉

祖母一一 2

子一一-121

第E表

「余り部屋が足りませんので数年前から分家を作り

ました。まだ独立して一戸をもつには歪らないが三，

四家族共同で一戸を借り互に仲よく過す。園として

は万事内の者なみにあっかふといふやうな訳でそん

なのが幾経かできました。」削
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②昭和8-10年」
結核のため成放
の大屋宅で療穫
する。その間はl

時折母の家に草聞
を出すのみ。 1

@昭和12洋， 1 &f.1 

f ト会館に保育主ffl
十とじて勤務。

閣昭和18年-19年

一思議長高撃証金|
ついて山梨に行
く。

ゆ昭型19-終戦，
海軍艦政本部に
勤務。

⑤昭和22年-32&f.1

椅模原に保育所
(星ケ丘二葉国〉
創設，園長とな
る。

ゆその後家庭問、
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訪高等女学①大正10年~昭和
ド2年，宮坂英(子』

毒して二業に鋤

②離婚復籍して昭
和5年-10年，
本風分園両方
勤務

I<E昭和6年，伊豆
ト燦災地に派遣さ
l' 11-る

川匂I@喧和10年-20年
ド深川分圏主任

⑤昭和20年 3月l叫
日米軍窓襲によ
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川西{様子寮の役樹正機能氏関する歴史的研究

①大屋ムメ l 行 乙

第E表の犬屋の欄はi9i;1:紹介したもの民.，."長男の嫁

夫屋歌氏によってお入さ託先F乙築保育関同労者調査刷」

の内容と，量産者と鈴木喜和民と吉行ゥた歌民に対学るイ

γタピ~-記録を加え， さらに財団法人登記書類， 日曜

学校，少年グラブ日誌お主び子どもタラ，す出席簿'1<参照

し，ムメの著作を検索して作成したものでめる。マ

先に夜陵密でみた孟うはJ うた屋は日本メ ~bスト教会
系の福岡英和女学校を牟業L.;伝導師を経て結婚ピ失に

先立たれて母の家に奉職じたわであったがf主婦職に10

牛肉うちこんだ彼女を大は次のように必たo ベタ

「案内を乞ふて遇されたのは主婦大屋梅子先生町御

部屋である。四畳半程の板の間にオル.，，'・yiと通末な

机，客用の椅子と卓子、それロ本棚がーつが-:?の造作

である。本棚の上には1内村盗鴻，、美術全集がぎっし

りつまった中に談美歌ゃ fIllI悦はかがやし5久占』が

主の心を知らせ放にのjって捻るr。〈!主ゐ側泌およ形と

花瓶の中のなでしこは強1.，i，H~れ左右手さit~~去性の
たしなみをしのばせ盤聞の『露I~露の心えをみとすタ
かな』の額ほ英の宗教的奉住に目覚め光九のむを語

り顔であるi大屋先生ほ中卒の小柄な滑せた;黒い

着物の似合ふ先生で低卜調￥ではあるが鋭い限宅相

手をねめつけ乍ち話される態度には相手の心に訴へ

ずにをか血熱¥!f!:が溢れrてごめ仕事のた;めk十年間多

くの娘難に打ち勝つで来ちkt:経髭を語つで十分で

イある刷。」
、

・
②、菊地謹子 )¥¥ ~ 九三、、

、1

J 

l 第E表は央の久武雅夫教語166記入ぼよ容「ヱ策保育園

同労者調査」によった。

③突野淡路

第E表は出射〈旧姓天野〉淡路氏ど、自身の記入正こよる

「こ葉保育筒同労者調査Jによ冶まzi-1
また，筆者のインタビューに応じられた主こべるによれ

瓜天野氏は神奈川県津久井郡の代々学者の家、系に生

れ刷， 8歳の時より東京の学校に通い，女学校頃がら教

会にも出入りするようになったポ:Jltの求道の契機は津

田英学製時代に佐藤定官民制即日￥九のしも司会運動」

によら'て与えられたという￥夫野氏砧この運動に触発さ

れて大学民聖書研究会を闘を二そこて吉田亀太郎師，管

円吉師に導かれ，バルトの思想等にもふれた結案一方

でも当時盛んだった共産主義イデオーロ平ーに抵抗lιなが

ら，他方では佐藤定吉民のキリスぶ教理解をJI!Hfた。そ

して彼女を二葉に結びづけた:のは宗教激育法取吻どげた

卒業論文であった。

戸@ 鈴木喜和

J 、 証， ¥S) 

第E表は鈴木喜和民ごf自身内記入によるf三紫保育問

同労者調査Jおよび銃者らニ業保育園闘史編纂グノレよプ

によるイミメ:?r"\ピ i~ ::.記録に£与たじ第E議め記事以外に

不ジタピ ::'::~f:話っ宅知り得た彼安め横阪は以.l'の;とお

りである。、じi

くず鈴木氏は愛知県渥美郡渥美町福江の醸造業を営む家庭

に.":9~λ兄弟の 5 番目; 3ft主L宅生まれ記。人劾学時代

は経済的にも裕福で，いわば「ちょうよはなよ」巧育て

られたが，小学校の後半頃から家業が傾いてきたため，

自分の考えがち交の知申告しv、め浜松町画家の家k預けら

れた。浜松めき旨宇秩，でほ津田英学塾出の英語の先生はあ

こがれド自分tiいぞうか津困地勉強'(>たいJと考えたじゃが

て再び実家比震り単橋前等苦言学校を卒業hするとふ働き3ま
がち学ぶ:意志をがまいま臨め在京町絢11豊彦阿方的従先

に相談〆した。之の従兄の骨折~;でほゼな4くじ1徳永恕よ
• 

り電報を受けとった。盤橋時代には宗教的自覚のない〈ま

ま日本ハりストス正教会の洗礼を受けた豆、九八

こういう事情であったかも;ニ奨自体に，める~~は母

の家自体に目的訴あったわけrではないのだが，母の家の

お母さ，λたちの生活た触れぞみると"も号無我夢中宅働

かざるをえず，自然に，生きる方向が定まっ〈、[，.1';;':たゐ!

勉強の方は夜学で保母資格をとるに留ま.~たが，徳永恕

や夫屋ム=メちi職員。と母め家めZ入居家放みら教わミうた品の

は何日話かえ方I~.t:~ 、j人生め学びであ勺た。 iとう ι六cí~歳

よ29語障とい等女優以設も若ゃい淀撃やかな時代を母の家

に猪げるミi主v:司まらた話、、九二匂 d 、 九 庁 、に

三そして彼女は， '昭和i7'年に退職後今日までのおよそ品。

年間，幾多の身辺の異動を経験しながら，よく退寮家族

と連絡を主りあ，~")m~主古約30家族主突際を続け:(1.-)る。

@ψ西村政子.J;.~ 

第E表は橋誌で℃旧姓西村う、政子氏ご自身の記入による

、「二業保育函岡労者調査手Kょった。

司〈まlた，鑑者的1"'"タ:t:.;.ーに応じられたところにまれ

ほ，西村氏は東京市浅草橋の'.)(:"";ヤス問屋に生まれ仕入

情味豊かな地域に育ったが娘時代に家業は傾き，津岡英

学塾時代に肋践を病んだという。その時悲艇にぐれm:::ぃ
究彼女に優[..，戸をがけ励ま、じてミれたのが2年先輩の

天野淡路氏てあ込た。、彼女と大学の聖書研究会によ苧て

キりスト教信仰に導かれ，彼女の寄宿していた中渋谷教

会械の協愛寮にも移り住み，そ斗主彼女の働いだいた二

葉に飛びζ んだ。

@原藤英子 } 円 ι泌戸、 J、

第E表は，二業保育顕職員名簿，JO':年報J;事死亡証明書

、を締き，鈴木喜和民の証言を付け加えて作成ιたもので

ある。原藤氏は1932年【昭和7年〉信濃町教会はおいて

~，295-
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高倉徳求郎敬師よ引受~Jシ?亡し?号明。j，;'， /;.小¥ 

九三¥①一_，結按光号以L仏、工ス"1':υ，一兵幻1γ仁一「 主

=訂;第1耳E表1焼立佐藤iiO旧日匙結城)_、jう光も子展ご自安の記入t尽手よる
J手E葉喜保育圏同労者調査止1肝こま「暗φた。民の学ばれた日本

神学校は明治学院神学部と東京神学社〈櫛村正久創立3

92，、昭和多発に:肯悶され関投書れた!iQ，，;浄町長現在の

東京神学大学'R前身tこあた昇ι 当時り層本書~j苦数舎系り
神学校"あ.90--:'" :-:;.'i.J .:: :;i'::'~;: ，ザム

③、小倉登志 ~".<' { 誌に必びふ t

J第E表売立主!，C二業保育園職員名簿1:5昭和14安芦丹10日

付の履歴密の司事照止ったが，鈴水E喜和}事の買E宮と「二

業保育関母り家民母子-cρ調査J'岩手島袋者。類推.tcた昆

鰐も付け捌え1いるq また鈴木氏が当時示J、倉尽;と親、し4
、 _l~写わたある母から閣しろと\とこ舟崎よれちfpJ 続女は内材

鑑三と究開原忠雄を尊敬 ιてお担~fJ原主は個人的な交
わりもあpたよ介う。 ノ .ニF 乞手、♂

@大森芳そ〕 μ~  、会、:-:1λ"

、1第E豪は弓業保育園の職員であとコた関倫民が， r.ニ業保

育閉同労者調査Jにfって行ったdン坦ιピ己主:円記録に、ょ

った。民の学ばれた聖欝学院は日本ホで-;:J.J，庁、芥教舎系り

神学校;世ある。".-'， 、 、，ニ山!

⑮ぃ額JIl竺7' へ 、 引に、、口主、 l円、、ー

¥第，m表は::::z:.-.Iウ尽の長男Jであり現在-業保育園理事Jきも
わられ70>瀬川和雄牧師の記入によ』与「手業保育園周労者

調査jに去った。属の学ばれた私立女子商業学校浮世r子
の実業教育にカを尽した嘉悦孝女史 (18~7γ19~9);の創

設tこよるもの1であり，.JIO悦女子舟学校，。高等詳校り前身

であ，る， • 、、 、、 、(-:'~~.:;.-~，~. (~~~ ;~. ι 1 

。ρまたL、独身用司l:<m.911年;(明治組斧〉院は数世寧P山

室軍平中将の紹介で二葉幼稚簡に就職し去し:);.;るが，明治

44年 6月17旦付の野口幽香宛の紹介状をみると，、女子商

業学校卒業後有馬四郎助設立の横浜家庭学関i、(本邦初の

女子教護院〉に勤務していたごとが知?られる。 1912年

ノ〈明治45.年〉二葉退職後は救世寧主官となり，::後に瀬川

A半雄大佐と結ばれれた。ノ

〆 (2);;勤務体制吋 ， ，、〕 主九九二;子、 i ピ

、つぎに年こ葉保育園同労者鏑盗ょがらZからの火砕の

勤務体制をみォて職員の労働条院を具体的広札会てJおきた

み、。 ':>;i:-:，' ご "'~;'r'('n:'::';Æ: ;..!士会計~:':~(.;<)汁 -.: ;_! 

① f住宅も付金員住込予 e宇治 ~r:(~.~ -¥: .' 

「住込みは時間の拘束があったが散の申のことをよ

く知らなかった当時の自分には安心‘じ主主演出来た

;凋むとを感謝じてしλる辻 Lて鈴木訟 ~~g;;~.::. 二 、日 t、

-::; ('-.; ，_;r:務~-C'三年目花学斧位，閣の北の家の前のはなれ

丁 r.~(を借;~，-r弟;Ii'，住み ié'じがち通勤，;(;"ました_J "c西村ヲ

②給料

ぷ.___，J月給30問._，賞与は想を、j;!!せ!与し、J'く;京野.'， i!害対〉

{ 九 E初任給25円，貸与は全員同額;ときい"い犬。そり

¥ρ他号7'ロン女ど給与J.，c鈴木): _: 、 乙'-'， (¥; 

ょ③句休、取，、 守 三 、、

4 、三「日照，祭日は休みましとが時々当番君出動lJド
た」メ天野2

「春手甲，夏7日，失5.._s，(?)ιかし全部と与な

ザ人カF2づたようタ気が，す高J.(鈴木〉

令、r夏休み〈グラ7司王子供安寺戸ヤJイずに連れ丈行mた

後)， お正月'--春休J与を交伐."とることが出来たと

、、思うJ.'(宵村正

φ，、勤務時閥、・、労働C)内容、 l

':TI孔M-'6:00"-i且M 沿 00 勤務

1 五~，'8" OOc:cAM : 9，: 00 休寸憩

J)，M: ~: OO:-;AM ~2 : 00 勤務

I AM 12 :.OO-，P~ 1: 00 休憩

L 、1.~l\1' 1.:ω̂"PM.ぞ30 勤務
V 十

I PM，4・30--;-. 三宇 J 自分の時間で登校

1 官接初'f.>:-年間は夜学、であク7こので夜の仕事が出来

，なし?から，毎朝φ早番と毎日限日Jり当番をやった。

日母の出たけ?，>前かt，子どもβ受けみ柊準備にか?っ

ノへたがをへそので番昇旬、の件6時前後と記憶している。

手:母と子が出かけたあと，一次のことに注意じ部屋官見

、開った。 s病人はいなh、かy②部屋!l?些畷時、?い

て，③防火に注意，@使所等汚れやすし1と己f手々様

子について，⑤無断で外部の人が俊夫Lて、いるかど
~-.-.- '-~.' 

"う介。玖上は午前中キ今~，. 宇一後は事務主~静の

用事。j(鈴木) 日二 、三七六四 i

「起床後事務室で早天祈藤会，朝食，、閉国後は努前

υ己中寒務，午後5時畏まで子供の指噂ぷ夕食前新宿三

越食堂残飯を職のないお母さんに分ける仕事，夕食

Jおう後少し休息; 8時頃カpら夜の礼拝とヲジオ体操〈母

斗ニ Iの家のお舟さんと一緒??斤事;)J(西村〉

設⑤〈、職員会りあり芳一 、、， ， 

i出引「徳永先生時戸来られ，迄の持をrチ?γスに親睦，聖

れーが:tで7話合、主ιた C丹 1>，2j回位:)Jベ鈴木〉

。e'>J矢野様と二人プぜググ7指導j聖.l;ていた時はニ人.:"

l.l' 相談七徳永恕先生のご意瓦も仰いだと思hま::t:J;， 

よ く西村立三 ，】-;. 九 ム、 v一三ぷ1iit

?;;._.':.:<J太屋先生の指導を5けな/J.¥ち鈴木喜相主たと共iこ
壬 ι働色いた主 L結成)九ヨ

:¥@H退職場長の保健里・、 全くな G' 二.:;'_-.， ".-:~< -，' _j 

(8) 車員長の回想

さらに「二葉保育園同労者調査」から，職員の回想録を

-;29_6-



川西会母子寮の役割以機能記関幸喜歴史的研究

紹介しτおミう。、、 弘行 川、 1;

v ①ス居家族の印象;:('.，-，' 、 山民 〆

「お母吉ん漣は毛ttぞ:Ii夫を亡;t)'あるし、は別居，離
婚なとじて経済的に自分台働~3-t，子供を育てなけれ

ばならない入遥tιたFが;，"，，-同4生懸命生活在して

いた。予供はその中で明器完成長じでし'、たZとに感

心したJ (突野3一人 、--，日、¥今、

r3畳-6畳というP狭い部屋に何人かの子供遥は母

を中心にわが家老味わっ、でいだF母の帰高時迄に夕

食の支度をLたり，漬物じたりし宅犬きい手は母を

手伝う。また時々ヒ長7"::りヂずになったことがあっ

ても子供のだめに生きるこ主ゼ精一杯の母性愛は教

えられるところが多が手た正、日限自の休百など母子

がそろって町を歩いでいる光景にば胸がいっぱいに

なった。母と子に関する印象は書きづくすことがで

きないJ-.(鈴木)-> 

「子供達に古お母さん速にも陪恥表情など克られ

ず，子供を一生懸命に育τでいエラど Lて働くお母

さん逮の姿を美しいとさえ思いまじたギ僅少な収入

でも人は生きてゆけるものだと妙な自信をつけら，ま

じたJ (西村〉

「建悦のカリエスはだんだんひどくなっていたので

5， 6ヶ所うみが出てその包帯を毎日とりかえ洗っ

て干した。皆の迷惑になるので夜そっと洗って干し

たがいつも気がねであったJ (犬森〉

@地域住民の印象

「日雇労務者， トピ職γ 内職というようなその日の

一一収入で生活する大々が裏通りに多かったが，そめ環

境は思いのほか明るかった。エプロエメが州で話せる

ふ 親ιさを感じ交流は楽しかった:0'長農のIJ';'住宅は何

一軒がで~~長所の↑便所を利用(これは私の鷲きであっ

た)，生活様式ぼ←備陣" !しか】じ長め家り前にも小さ

い植木鉢があり，心暖酔いvのを感じた。宣告がさか

んでその‘ンーズシば皆張り切っていたJ (鈴木〉

一--[年末等バザ:-Je随分粗末な身なりの方が異物K来

主今なら見向きもじないよザな古着など買lってゆく

一 人が多くあって，福祉のゆきわたらなかった時代だ

と層、いますJ(西村〉 ι 一-~-~

ー③ 当時の社会情勢について l 一:一一八

戸♂「昭和の物期であったがらか、人達め関川地寄り

♂め思想は傾く人が多かつだY<:芙!if) i 
「昭和10年頃からますます失業者が増毛τ;日雇の仕

曜になった傾向のように思う〈寧に関係時あフ存の

かも知れない〉。託児の数，母の家の入居者も多4な

った。この頃は物資がどんどん少なくなり生きる苦

三{【労tが夫きミなるτきた半、思想的民~複雑モ表面化は

下心じでV、ないが潜容Lでいだの苛ばないがと思う社会

:'{/ヨe;!iJっ花J{鈴木)，''，';，'， '.' >: ャJご 戸コ

'Tマル準ジクてみの勉強を秘桜め場所宅盛£民ギる若

者，特に学生が多くソピエットのピオュLルを隣保

t六事擦の中でや与てゆころとすTる指導者もあって，キ

リスト教主義に立っているニ棄の子供はモの孟うな

¥、了指場者に注意じて赤化させな山ょうlに主V、万戸があ

りまじたJ(蕗特】 亡、? μ 

:"f;!iJnfi吉露国主義の盛ん桜時セあるたのにお母さ

，'!λ濯の生活があまりIに食ιが6たので，了その方に全

く気をとられ主いだま引に思うJて結成主.

④ J間労者に関じで:'，'，.:" ':-，'_ 

下当時の六の大体のむさは党主でいる都出入ム人に

、A ついででなぐ共に働恥たEめ職員にむ共通じていえ

ー J ることは，①高給料でではないが，~よく仕事を理解

、し，よミ働いだニどでおる〈全員がグリス勢ャシで

Y はなかった)'，②全員が圏内めごとを知り，どの都所

ば首融ぼ畠Isiが陪働けたr 仁このと訓話私自身大いに

人三グラス宅あっ十たヲJ(鈴木)-， 

「原藤様一一一何事も!由v 黒ときめつけたり，すじを

通じたりという態度はとられすな漠然とじてつかみ

所がな ZLjじがじ絵語審がれたり，手芸をなさると

セ以点のある作品を作ιれ，徳永先生のお気に入明

、の方持でじたJ'-(酋村〉

r原藤糠一一絵がお止手でJ¥生経験の豊かな人だっ

了ぐたJ<:矢野〉白、_:，_:.... 

， r犬屋先生Lムー母に対しても子に対じても生活態度

〆に関してb説ド常に厳じが石たが，ぞれは結婚・育児

ヘ ・夫記の死別，三子εもとの離・死別等を経験した大

仁 r<，度先生独自の主張に誕い℃おり，むじろあ、のくらい

の姿勢を示さなけれ:ぱ母の家の運営はむつがLかっ

r だのではないか。退職じτがち何度かお会いするう

ぢに〆じつがりじた先生】の考え方に共鳴するように

~なった」、〈天野〉 ρ 

⑥ 退職活費のニ葉どのつなが，り、 J句

「地方で生活していま、じたが上京すればこ築を訪位

、!まじたが川大屋先生は福岡の私の家庭をご度程訪ねて

下さbまじたJ (矢野〉

F二葉というより徳永先生との交流は，暫く空間が

あるたように思うが，、仕事上のこそと個人的な~こと

について意見をきいたり，報告をじたりィ、比較的多

治泊った 1 古い悶労者と共犯集まるどドラ:::-è:~~まな

♂Aがなが出来なかったJ(鈴木)'" ，ぷ、

ぷ.'r働き人のお顔ぶれがすっかり変られて、ぺ観劇会.'12).
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一公の切符をいただま悠広なっτじまりまじたが必母子

51J Lホ円みのお母様11'様。ご守家;-，Y~様μU様かちはお

使りをいただいたりお訪ねしそただきま安e鈴木喜和

→二三子様~\t;ニ業のご様手をお開恥せいただきます』

、〈西村).子山 町三父〆、:ι心主主

εf国際婦人福祉協会り会員とじτ1、?宮回訪勾た」

引〈結城1ハ、ー υ 二一¥';_1~' ジ パ、

a、f健悦と共に長.(，おつき合hをじ之町3ま宇。に前進座

のお芝居とか心ばかりの寄付金容j (京軍事】:。

E母自身からは聞いtzhないが，足藤井，(旧姓渡辺〉

琴先生宅訪問L 毛lネて時余K徳永先生を訪問，人心を

底佑合fっていたJ(瀬川|和雄師談)，ι ミ

@ 自分にとっての二業保育園母の家の仕事の意味

一ノ¥.r世間知ちずり私於三業の仕事堂在fまでいただき社

~，，/ ，(会。，，，-.，商を知ることが出来たl)l'仏ま色身体を用うこ

'，:'，'とを学ばせていただき行動の大切さ色学ばせτいた

と℃だき毛の後の生活に役に立ちま l止たム3またそE除逮と

i;-接じた事は自分の育児問も役:iLきま!した」、、玉突野〉

汁工こ築の仕事というものt知れば知畠ほど当時にし

て立派な偉大そして新じい女性り、仕議1さつたξ とを

t 切実に思弘、私は徳永先生い勉強ιた"とどについ

νくにいでお自にカ材、ったのが最初?をあザたが，へ仕事を続

:.':， ':.:け宮、ゆ丈きちιに.:.使命観など:としa奇心構主'"'働いた

、ρ のではない摂".~ニ奨でいいのだ』、ιいき仕事に対

する落着きが与えられJ こ!ま台こーま、を誠実にと願つ

ご -:tと。 rまた仕事の内容から{)>.(I:d正人に:-2'.¥:(はさま

ざまな生き方があり，生きてゆく人増設ゆと夫、うこ

ム Uとを勉強Tきだ C自分もそのー人〈e殺るカD~ さら

~~;へ心なh生活は火間関係を疎遠隠する'-.J'むを大切

J 弘、ーと，:1，:1~:徳永先生かち受ftだ教!tHニ薬精神とい

うもの恥じちうは忘れらlなPム現在$1ミ符φ家ρ方

そぎと、横のつながりふを持ぢながん'そのラホぞう<<，の殺の関

係を知&こ、と C母ぬことは事ち。ろん零ど'1>-宅孫の様

子事でも知る、=とコ、も、出来三E、占宅古嬢じしVただ当

時は勉強の時間がとても欲しカ(;Yf.~; 現扱も骨ちろ

ん勉強の場であるが，".基礎的拡勉強が不足立つだの

で補充じだかったJ(，:(鈴木〉日，!;，，¥，': 'n¥:i止、

ニ、仁信仰で結ぼれたJお仲間とのiゴマ品緒!の職場でじたか

ち好きな事を言い合っτ協力じで長年Joぐ働bたと思

い:ます。ただよ保育園司王中に間借りをふているよう

〉山な、恰好、の学齢児の』ラ!デと保育園が時々対立し，子

ペlい供述の失敗の長お也て時立っては保育関児の先生に

υ抗弁解をしたり争った:~;ι，よくお玄関の所に住んで

おられた吉田のお}まさん(随丁さん):..n':まあまあと

，':r.!lに入。℃主事くおさめて下さいまt し、だ。ところ

で，退職後間もなく結婚し，キり ;q教嫌いの姑;e.;

主人の抹との一緒の生活の中でむずかじい生活を長

糾問しまじたが，戸土佐出身のふ々で，余1.-"で悲ら L

. ，に陥るの険心が吋カ1怒りの"締約K徹した日々の生

活をす7れば圏る主とはないと正芸禁のお母さAふもし
p ないよ‘うjな倹約り生活を教え色れ，なるほとニ楽の

クラブの子供にこの生き方を教えておくべきだった

μ と恩二五た事ずじたJJ西村).'. c 

と f事れから後ぬ且分の生活，特tこ考え方b豆大きな影

響カ?あったと思うι社会の問題に無関心でない態度

を持つξとが出来た。 24年間も家裁で家庭の問題を

《扱いまた過去16年閉家裁の中で r少年友の会』とい

う非行少年のための社会復帰を助ける仕事を始めた

r こ!とも無縁"あるとはEまわない。スじかしその狼底に

:あるたのはキりスド教信仰による考え方で，、私はそ

のようにニ葉保育園を受けとめていたJ(結城〉

:. (病児を抱主て二業で使っていただけたこ主は感

.謝。、何とtJ:、食糧難の折担も切りぬけられた，そのご

り J 恩時古れ号、事が出来ませヰJ:.(求森〉、.)""、 6

，，(~) .ま、と;1めし 一、内、 / ，._-

第四図は10名の職員の就労期間，既婚、・来婚の)JJI]等を
分~:やす，.<表わ ιたも句で真吾s とニで第E表t./i:Fの記

述聖会考、時七訟がち若二f~主検討を加えた軒。;:; ，C:: 

"_." 
. . 、一一 A 手
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川西:母手寮の役割ν機能詑関t"右歴史的研究

まず結婚の観点からみればこの時代の前半期には未婚 ぐ手段として母の家の仕事が求められたのであ。で〆前

齢制 多<. 後半削減臓の方樽川柳時;'!fこ っ そ 叩 肝 不 足 郡 川 崎 る と こ ろ が な か っi
:上の都合て特殊な別離:'11:況f~あ援だ源)11氏、と"育者用奪;た。母の家の仕事は震をこ芸品:C~ ...L h~も生活と苦闘する|
;母の家に捧げづてど安鈴木氏iを例外!とじて，ご隠癒着は皆、 ;¥1母に託、rて担われた部停も決もてiJ、ぎくなかったわけで!

拘者に較べぜ就労期聞か長し、。そこ州既脂同グ; ある。l-~'C.初年語碍扇子函連にして 6.¥ lli桜
家の仕事を，自分のライタワークとしで，一家の住居と lの最高の女子教育を索けていたという点でほ，他の職員

， C'i;. 生命φ樋と正ぜ子売れ烹jWと霊〈極陸弓げ?と己決 'TEI同一桜可eii~，'-_~曳.~.官事事::~~fj.~玄農家主主り母正は，コをi

jMPE携できる。一方末脚の場停立鈴末氏告例外 ;姐肯脇謙おと Lた差異が認め空何?である。; i 
iとして，母の家の仕事が;壬れぞれの結婚前の人生勉強 i なお，本項で紹介Lた10名の母の家の担当職員町他にI

;として，また宗教的修養め一方法主し七把握されていた :ニ業保育岡本闘には4L幼児担当の伝母や園丁らがU、て!

1ように思われる。)....-_. 午後色志母町家運営広重要な役割走果Lた。主りわ』士舟C

;晃教、的~~.ぼ;~ ; ，;ごれも鈴木町恥えて :t今相馬券;--~.~-~: !家の乱幼児正地球り乳J抑め保育手携わうーた保母を紹科

玩Zキりスト教信仰者であ柑た0，~そり持i学泊，背景量分類f ，';1 しなし〉ととは片悪落主の責めを免れなし、志のであるが!
jるとおよそつぎのようにな討。ー出 ここでは母の家担当ゐ職員に限Jこのvであるas ~LJ 

ケ宇~、 " i 

t ① 日本基督教会〈突野?西村~>>軍藤・結城コ. "，.- i 3)入居家族の生活 v 

;② 日本メソジスト教会一己採独立説会(大屋・菊地) 母の家ゐ入所者の生活は，これま-:e.主に二葉の年戦

③ 日本ホベリネス教委〈犬為;):や職員の論文， 日誌は頼って記述されたため， どもしゼ

:ー@救世寧{瀬)11)に i ョ日/'_~::'Cλ ，三 川も施設側がちみた生浩，←あるいは施設運営の建前の紹介

:⑤'無教会 ω、倉〉 円 〆 刊 行に終わりがJちであっ:た。しかL本努では，はじめに当時

接するにプロ司スタ γト諮教派集団でおった。 iの入所者ゆ証言によ占て個々の家族の生活を全体的に担

:鈴木民の場制娘時代k日本ハ川市正教会の洗礼 ;握l-.そや上で，主何の家当事者~Cよる記録的7 ベ
:を受けられたがこれをご自身の宗教的立揚とは考えてお 居家族の生活を分析的に描写するζととする。残念なが

jられず，母の家在職中も;また退職後も!長くキりスト教 ら現在でほ入所者の生の戸はこゐ時期以降ゐ人々からし;

約雰囲気に親Uんでこられたけれども， k冨仰については か聞かれなくなってふる。

!まだよ引く分ちなり主おっ:しゃっており;ご百身の判断を，> (1) 、「三業保育関母の家についてめ調査~ i i 
i保留しておられるのであるよここに考九るベぎ問題が潜、; 鍍者ちは1_9ZI!~末から79年初頭尽かけてJ 当時の評判
!んでいるように思われる;鈴木氏は疑いもなく，母と子 :家の入所者めろ【ち現在もニ業保育燭から連絡のづす方々|

の信頼を集めだ一途なすiぐれた実践者であられたが，そ I fC対.. L，..1.:...!質問紙法による「二業保有国母句家に一つk、τi

m突授は少くとも直接には，個人の信仰的立場の表明昨そのl調査J.，~実施 Lた。第R表は， 回収された調査察を;

精該?いて一例=ないのである。つまりすぐれた実践の源三原文に忠実K整理したものである。回取数なわずかに.8!
尉:必ずLも特定の宗教的信条ではないlということであ 1であったが，幸に回答者の入所時期が持増築かち:戦争滅

iる。また，信仰=ついて付言するなら，離婚を経験した i化による強制疎開までの全期間にわたっているため，こ!

原藤氏と明、倉氏につし、ては，:結婚生活の破綻がキ P夫主ン!の時代の入居家族丹生活の変動争各々:の家族の事情の面高

裁求過と結がつき，その米通生活!と誕の家の仕事がネ司、:ιi砂金違い亦じかに垣間見られるl貴重な資料となってしイ

分に結びついでいたように，患われる点であ忌。他のん五三:る。 1 一 一l 、 '，:: i 
fま独身時代に求道入信した方シそであり，信仰をもぷて符 (1幻公的扶助制度主入居家族の経済的自立につJ..... ，"i"(;i. 

h家の仕事に担りくまれたと考えて止いであろう。 I1932年 t昭和7年ポ 7月 1日施行の救護法ほ母め家入;

iまた，子どを連れて住み込ιだ職員がいたことは注 !所者にも恥初の公的扶助制度となった。法の実績はぱ

!日に値する。ヰ人の息子を外の家に偉わせ通学させた大 !とんど記録に残っていなし、が 1~34年〈昭和 9年): 1月i

庫民病弱な寸人娘を主婦室作用暦さ、せたが昭和初年に~ iには56家族取12家族が受給し丈おり哨1935年〈昭和四年)，

結核で失い，引の後は退職まで単身!て勤務じた。大屋向山 7月にほ55家族中B家族が受給tていたととが確認され!

揚合は母の家り主婦職のため民上京じたいきさフがあ云>:'jる円相殺5長治字通あ壱がJ￥の数字ほーどに入産家主提
ヲエふ，

hので，同居fJ;どうして晶君護の必要な娘ー人民隈ちW ，の生活苦は緩和されない<> .:: ~ j.， :'.;'.:，-~:'.:~:iT' 'f i 
たのであった。 lしかし，犬森氏と瀬川氏の場合は，母と i 母の家では可能なかぎり自給することが建前ぜある|

与の安住所とじて母の家が選ばれ，母と予の糊口をしの !が，病気をかさねたり，老母や多数の幼児を抱えたり d
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川西5f聖子寮の役割!機負照関する歴史的研究
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毒事一副入居中の家縦波浪|迅:.，Ii 程、風 |J込町織の声質，1母 φ引の..'食lZ幸E主量五韮量 lptt羽海
1 . I~諸国f2212制;'.1 ニ濃川町 N.S醐叶E沼~I続安吋勾tr?ま |fTZE21Mr怨|切削3ii

パ母子換に健康 I\';SIJf.)~ …|責務史探zZ語iキE湾|議長Eァω|532ιr叶dti72ぉ
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愛 給斗r-~'~ .p~~~~，Q. I 、M同z弘晶恥面耐加拘向i昨悶叩お叫泉掛捌加川…l
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， ，先昼&弘"悲の，稼震の先&園了の
，. ぃ "Is'むさん却まさん方憾の

し 【|きZf?EtEfh
小さい子供治省いため~男 l 昭和11'宇治ら筋線のため療!昭和12年4月"身体もよ〈な令たの1母子のよりどころとして抑1どうにも儲朱ずゆ与つま。 i昭初5(6)_隼句
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ゥ日:本総合愛育研究所紀要汀「♂第16喋 十

ていた場合，あるいは精神薄弱，性格的欠陥があったり り，その後において施設内居住者と同じく払下米の

:しだ場合己主，自立の援助はまなら乏し%だ22d2El ム購入その他の使宜を所幹「親類J占l-て許されては、

法は福音となるはずであっ犬。としかしその効果の実情は

次の程度 に 終 当 元。，

i:: :r救説会施行によるいく分め緩和を見たも束の間，

i I現枯れたil'算に続々申請する人等に十分の適用を尽

f いるが，なかなが3:.~立程度ではあがらないので，折

、て 2 角の生活がまた挫折しかねない事が往々に乞て在る

..:，'，nザ齢者の方でも，巣字ちを強要出来なや現状!

にある削J l 
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川西:母子寮の役割・機能に関する歴史的研究

戸、 入、居 家 l、族q)〆経、済 基 盤

母 の 就労
、~~;:'、':-. -， '.'，、" ・、，

母の家のその他の

lサー!?スι定 期 不定 期 公町・ 、

〈仕事内容) I (仕事内容3 、 守 I救心 、、 、越話‘食堂 、
事務員，小使，掃除婦 1 圏外 / 米量 的
女工，皿洗い，下足番 臨時派出婦 etc 助

民内 コリ i富 宇主etc 、 仕人立れ，も払の蘭内い内戦f外F，の米f古錦売除衣り等洗の園溜手児 、 九 晶島で、 民 、 捺、い" 咽‘』 、

J、 白 笹タの _':且ι

の給食ごじらえのお手伝い Z配日 助
人 数|約 30 名 etc 、 t

回収|ω銭，.;"，，1円 λ 数|約 25 名， ". I 
一'

には，入所世帯55家族のうち室料を納めたものは24，不

納者が31であり，納入額は.最高S円，最低I円50銭，

合計83円90銭というものであって開，その納入者数は，

上図下欄にみられる定期就労者数をやや下回誌でいたの

である.. へ

第V図および上の諸点を考慮す仇ばよこの時代の家庭

経済は，先述のとおり公的扶助制度の恩恵を受けながら

も，職業斡旋に始まる母の家の諸サービスに，なお一周

依存Lていたと考えられるのであるi

(心母の家の住みごこち

さで;こi!iまで主に入居家族の経済生活にふれ，そこ

に母たちと母の家当事者のなみなみならぬ苦労を読みと

ったわけだが，ここで母の家の住みごこちを把擾して入

所生活の一指標としたい。 川、 、〉 ー

先の調査におけるG'F民の証雷に「北の家にやられ

た」とあるのは「南の家H中の家H北の家1、「束の家J

の各々の闘に住みやすさの差があったことを示しでお

り，最も古〈北に位置した「北の家Jのi入所岩はその点

において相当のハγディを負ったと恩われるよホは，再

増築後 6年目の外部関係者に土る「北の家」評であり，

母の家の最低の居住環境を雄弁に物語ってドる~.~ tt 

「建物はもうかなり古くなって通風採光も惑持部屋

部屋は一日中で自の当るのは何十分とな恥たら弓と

思はれる。狭い敷地K出来る文け沢山のλJを収容す

る為には己むを得な恥のかも知れな恥。ー半聞の廊下

を真ん中に両側目白をしに謹んだ部屋部屋は綱引露

路をは苫んで櫛比するス安ムの長屋をお行儀よも，

片付けた体である。間口にカーテソめか司、つ;てU、る

部屋をの'(;，(世四畳半の暗い部屋に茶了ダψス訴さ÷っ

すみに4、さな台所があるJG・…・・この陪い建物の改

〆造される日がー，白塩辛ミ到ちん~ことを念じ乍ら・・

つ -;~.88)J〆こ~' ;. : _ ;_~ ; ¥:r， .. ~; 

〆このような事態を招いたのは，むろん改築資金がない

包とが号の根本原因?をあらたーが母花ちのス所以前の生

活とかけ離れた'生活をさせるのは良てない主の考えも預

つ宅力があみたのである湖らじたがって，程度め差三そ

あれ母の家b必要する氏，快適ではないが，、苦しかヰた

時期を恩がま面伐忍同ると恥号程度の住rみrciちであ'品

たろ写J31えi守 ;-~ .'  - (':;、、 :， '，' "".も
li)'宗教教育7沿也〉〉J~ 、、 "、 に J マ〉巴~ .-' 

t住居を提供〆じド曜量殺を草寺旋じ，母宇に宗教教育をほを

こし，子どもの保育の受任を持?っ，、屯れが乏の時代も変

わちぬ母の家処遇め要諦吃ある主主主ceはζの時代の母

の家の宗教教育め奨盟主を概観す埠I て、 '_ :':. (， 

)(く母のためめ宗教教育匂J 八、、

， ，)()毎汐の集会 fλ守三三 ¥ 

母ほ仕事がら帰る:1;毎夜S詩は手供者寝か者七遊趨室

に集いー→ー緒に礼拝く色F終)って3、0分間体操a-'e.:た州。体操

は昭和初期に竹内茂代民金Wiの指導で始めだむめ泡千四谷

区婦人会明から寄贈された肋米を使用!じて行いよ母印む

身共に良い影留をもたらした崎弘、出席舟職員は長大島ほ

か可能なものは全員であ事F主た母ちも特別な準情にあ

るもののほかは益法員出席を強阪おれた刊守そこにもは主母

め締寮主体調的チ弘、ッ?の慈味も説み、とれる。ぃ、山一

'己}土曜日お1:ぴ自曜日め校め象台;日己 マ三

次は〆『ニ業保育圏第言十四年報』の記事官あ吉正、、

「毎土縮日夜は広岡背信仰上の集勺を ι まず。3 主f't~，

二主婦犬屋姉が指導lt"-'たLます:>>>}第三吉国阪には苗木こi

J 牧師闘においででを願い，第四には懇談的、に各自口をす

開いて経験を諮り吉んげをじ，共比祈軍司令神の前A
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れ 日本総合愛脊研究所組要、 第16集

に許し許されて互に補けあひ励まし合ふ時といたし

ます。」叫

また，土左はとれより約8ヶ月後の外部関係者の聞き密

きである。 〆/'_ .(~，_::: 町、円 、

「第一，第二，第四の土問日午後八時から十時迄祈

草書会を開きその後を懇談会に Lて各自の窓患の疎通

意計ゥてゐる。第三日随日は夜八時がちAoの礼拝を

守り牧師さんにお話をしていただ正問」

わずかの期間のうちに微妙な変化がみられ右が，土脇

田，日曜日の夜に頻繁に母の宗教教育のための時聞がさ

か礼月に一度，日限自の夜に，牧師の説教を聴いてい

たことが知られるのである。.'.¥

牧師とt.:ては由木康師だけが記録されているが，、先のμ

調査をみても，また旧同労者の鈴木喜和民に尋ねても，

母の家における由木邸の説教の印象は強ぐ残っていない

ようでありν由木師ご自身も之の勝伐の之主は:lti<-τい

らっしゃらない。ところが，当時公表されたものの中に

は全f名前が記されていない部，母や開労者の聞でよく

覚えら.tLて怜る放師が存在ιたふその:Aは米田武男とド

町、，昭和6年 (:tn、♂ι8年〉から昭和20斧2月:(ない L

31iうま丸土陥固または日曜日の集会骨受けもつ主い

た?旬、そ削品会はピ;太屋が司会をやり'.，奏楽を久所者円

T民が愛け持j弘、続いて米国師の説教がお弘、主主空会員

の懇談を行うというものであったが，説教は教会だされ

たものと特に変わったところがなく，派手な22とは何も

jされなかったけれども，その紫朴Z主人柄は母たちに十分

に慕われるものであ令t"，t.;，t-.い勿公 ι \く、:.:~ 'S"Lーい守

、土曜日仏日般日の集会も毎夕の祉事者主開~!50く全員参加

が原則であった。宗教教菅は集会の同数だけをと泊1み

ても前の時代に較べ飛躍的に賞望書J吉かてき友rと長、ってよ

いだろう。しかも，体操をとり入れたrと〈と色とよづて，精

神的のみならず府体的な教育界まT発展"t.そきた止もい

い号るιιか':..l-~: ~照利買得8月現在φ大慶の目にはす『真

の宗教的自覚をにιて荒れるのは;z;:;t六λρ:1ちす人位し

かありませゐ:OO!j~;とや:う現実が映っごておpり品 i品:r しもラ

期じた成果は:;，bらなかqたがJて ι三;

丹 i子主晩、世相ための宗教教育ふ匂;ミホおれ v

そど也たちのため丹宗教教育掠，日発齢想の課外指導7で

ある子どもfF男子れならV'l::~ 号プの予;占鴻迷};地械の

子どもたちの再Ji，~対象にI:-k 日1畷挙校むよ一合て担われ

た。モφうも予ど(畠;，;'ラプについては，之jり時代tzは宗

教書士菅とヤJうよ P惇むにbろ埠護保育の縞鳴に入ヮたため

にk次項の:'f子どもη保憲土 J':紹介す弔ことと1.-，ここ

で捗;JY?わばií\:~也、たちに対す:母純粋な宗教教育の揚で

あq史日限学校p実際にごっ争、て"ヘ帯び佐藤いはほの日誌

からみていくこととする。なお，この日誌は16b牛t昭

和6年)7月26日付で終わっており'.その後の様子は知

る術もない。

「 昭和四年四月十四日

男子三ム十三人六女子三十七人 J計六十二人

献金五十五銭

〈中略〉

春期第一面教師会

s s (日限学校のこυと，筆者注〉終りてより教師

会をかね送迎の集いを関心'出席数師ノ¥名，藤巻，

国分，佐藤，ー庭瀬，金沢.三ツ谷，大屋，佐藤の諸

師。d お英手当Pお茶を頂きつつ今後の方針，また組別炉

室等を定む。¥;，_ 、 、 J、

、時防八時半より教師祈り，九時まり組別，お話

およそ二十分位，十時二十分前終り。

組別 、 J、，

:1 冗高等科男を青年科と改む，犬屋先生一千〈階

上京務室〉

2' 中等科男=高等科トス，佐藤一~'(図密室3

3 四年，五年，六年=中等科男，金沢先生..ー
(いちじくの部屋) • • i ~ 

4 四年，五年i六年=中等科女，廃瀬先生一?

U く遊舷室).二 ニ ー~え

5 初等科，男女二年，三年，佐藤先生.-:'7+)(き，<i:
の室)ザベ ~-~)~. ;::，，;、 (，) 

.6 ，幼稚科，幼稚臨児及ー年生，.三y谷先生ー←

ー、(13合の室主

ノ¥:7 商等耕女生L小学卒業生，実科生， .'国分先生、

一一(クラブ室〉

L 司会者順序

ベ 1 圏分先生 4山

2、佐藤節子先生

3、金沢先生/

; 4;:.;三宮谷先生

ι、庭瀬先生 ←つ土二 4

6 佐藤i

T 特別の:日私宋犀先生、

以上正教師会に依品。」

、f ご、 ι '.dザi_"、
〆、
"、 J ー ~ι、ι-，'::;

、A

で.'、、、一、..~し

川:C ミ~.ミ〈、

''';，-〆.>'. .' 

""' . " ，. .-. -、札、 i 凋 ) r -， cS _.，' 

d 、ど')，: (j 

にC¥.-;/::C:'-)~::，-'C :. 

一 、ルーじ，.勺ぐ一一

も

f 昭和周年九月三士:iLJ!;: 爾砕〆 .;.~'2: 心

刊現ヨ与六すこλ 女子二十J¥火;計九十五ぶに J 

献金六十二銭 、一; t t J  

T隣穏なみも出席者多 L;，、題目自由，金曜日の大会

め影響..(中略3、

?従来の宵年科は一時休む正翠公民ff;:，t>:.喝のもあ

性心実務についてゐる者もあ~;主にか式表面止め
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川西:、母号F寮の役副:.;'機能記関する歴史的研究

体組にして文一方以上に祈りの中に加へて祈らねば

ならぬ組である。文高等科男も学校の都合とかいろ

いろの事にこぢつけて休校院内訟の。手紙を出したり

訪問せるも功な L。然し一度あれま:r:為し給いし:主

一ーもう一度帰し給へ五祈ると共f~がずλき孔ての
方法をつくさんと決す。J • 

「昭和六年五月十日，母の日

男子三十人女子二十八人計五十八人

献金五十九銭

最近外の子供等の出席のないJjl:を悲しく思う。子

で 2 人の保母が世話をした。 i2nn，:~

l歳未満児は日中人工栄養となるが，発育が思いとい

うことはみられない。しかし病気になった時は，母を仕

事から離して母乳を飲ませるこ起にした。

[ij重県kになるとそれぞれ弁当を持ってこさせ.乳児

室でごし訟光た試ープなどと一緒に食べた。 10時と 3時

にカノレケット， うどん等おやつ封与え，また母の煽りが

遅いときも 6時頃これを与えた。:虚弱児には国内にある

東京市のミルグステーショ γ1).t)牛乳をとっておやつを
じ~一日P 也、! 包

ー緒に与えた。子どもたちは海捌チープルを阻んでわか

供に友達を誘ふ様に勧めたらヤソは共産だから行か りやすい讃美歌を鳴い，お祈り仏おはなしを聴いた。

ないと云ふ。目下の思想界は小さい彼等の魂にもさ 乳児室においては，週2回全部の子どもが医師の診察

うした思ひをふき込ませてゐるかと思ふと自分等の を受けた。また，乳児室全体の保育方針は東京市の健康

責任の重大なる事をつくづく異些世一切た。 h 十一一担務所り掲示t~鯛如'-~ç-ζろまで従った。
今日は母の日である。グ予プの子は昨日戸ηネー 、 i子ど当たちは表くと事20日僚党母の後を追わなくなっ

すョンを造りむねにつけで為る。母ある予の零福守 ーで落ちつい:止とJ母のこすtまでの苦い、生活からきた心身

思う。クラスに別れて母の日，母の免一神の愛;母 め衰弱が子どもLこまで影響して竹ても，次第に和んでき

になすべき事に就て語る。一一一 一一 一 ていた。日 一一一一---- • ! 
出席教師，松原先生，伊藤先生，湯津先生，大村 3歳以上は学齢までを 3つのクlラスに分けて，外から

先生，大屋先生，佐藤，合計七人」 来る子どもた?Io一緒陪保育した:0，.-， 9時に讃奨，お祈り，

日限学校の運営も抑制強しくなってきている。地 おはな凶iて11時までfねれめ部屋で過Lた。それ

域の子どもたちは次第にノなぐな羽海ら駒子舟正，-と命 V判長}まず必}閥ざ弁当を昨た。食前の祈りは火

なってき，教師も女号胡学院の学生i主わずか2年ほどの かさなかった。 2時まで自由で， ¥2:時から 3時まで各部

澗に全員交替 ~7Z;-加えてキリスト教が誤解される世相 屋で保育，そしておやつ 4時に舛の子が締り，母が炭

とも戦ってゆかねばならない。行聞にその苦労がにじみ ってくる 5時から 7時まで母の完売の子どもたちを保母が

でている。 1人でみた。

(6) 子どもの保育 学齢児の小学校 l年生の l学期までは，学校から帰る

イ乳幼児保育 と保育閣の上級生とー緒に保育しjた。

この時代の乳幼児保育に関する資料としては，大屋の ロ)1934年〈昭和9年) 1月当梼附

1929年〈昭和4年〉の論文酬と『三業保育圏第三十四年 1934年〈昭和9年) 1月当時ば生まれたばかりの乳児

報』がその主たるものであ書。この両者はその記述方法 ーから学齢までお5Aa--<l租にわけi-年齢に応じた保育を

がかなり異な?でおり，郡岬則合しく隔たって玉三 引が明:母偶何時的時半数を占めてい

るので，煩をいとわず両者を紹介することと l.はじめ戸ふ た。 戸 、 ト!
に前者の記事を要約する。 朝6時には暖かい部屋に乳児を漣.tる用意ができてお

り 1929年〈昭和証弔問当時 一一 1)' ~夜は母のがおお都品窮滑ぬま10時11時までも保
1929年〈昭和4年)5月当時，子どもたちは年齢に応 背 ιたよ百日咳や内封カのそ任後等.æ~緒に保育できない

ι:c取引扱われたが，その区分は.乳児 (.1歳未満ど;1 ものは，二階の病室で保育した。 tifiいま隣りの東京市

歳以土を分ける):3議乍学齢前，学齢鬼〈小 1の1学期 乳幼児健康相談所の世話にもなった。

まヲee是れ以土生分け9).:小学校帯業児となっていたる ヰ:1932年(昭和7年〉のはじめかち給食を行革よぢにな

ミ~うち学齢児<!!ょの組は別項にゆずるごとと ι;';' また ウ!た41主れにまつ主欠食や偏食のための栄養不良J体質

殺伐等φ仕事にマついて夜学校等号、行っ苦いた1叫小学校 本良の者が元気になり，同じものを「緒に食べ苔どめう

卒業児は品章一木前に扱われたので保育の対象とは、み 親じみも増じ加わるようになった』拙ぜるものには3銭

ず芝、三こでは学齢児の市のクラスまでを取り扱う三主主 ずつ納坊させるが，栄養協会から毎日30人分の寄付在奨

する。 し ，ハ "' ;己】 ;ì'~;~ ~-:; けたのa不納者の分もほ左品どみたされた。♂また家庭緩

C~"児は生年後50日以後の古のを預り，定員20名の乳児室 済の一助にと考え，貯金奨励も行づた。 ι一日人労u
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ったがtん?てご舞いのあ旦さまだ当た。、

ロ 子どもクヲ-:z'，';， .， :ハ斗アど4 ぃ二

J再増築前の少得;:?少女タ晋訴は地域の学齢犯ど母の家

り磐齢児島先緒民じ宝じ金権固ないじ土胞自の午後f:職

員と神学生民主吉宗教教育がほと之されたが凡であ今

た，J:じ出，b.J1928隼〈昭和S年ヨ末。蒋増築工事中に謂

抽謹吾を職員ft迎え討この時が島恒隈;日祭目を除ぜ毎日

係後応母の家φ学齢児のみを対象とじ宅いわゆQ学童保

育を実施するに萄1:りれニれ圭!J予と志グラ，7tl'1:称iぷ
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3第羽図は残存:rる当時め手苫もかヲブ出席縛から月染

在籍者数と月間乎均出席者数をグ，;;;71CtりJ土木欄託老

の月の担当保母を示しだ、ものである£記録め不備比:J:i)

月間帯均出席者数が算出7できおが当た河は急料が記戸よさ

れセお陪ず.'また担当保母の名が記火宮村ていなが且ほ

これ在空欄めままとした。二月間平均出席者数が月末猛籍

者数を上峯わ予ている月があるのは;R.河半阪にじで児詮

が数名退寮した事実を表 Lている。 丹心 L

在籍者め変イ色をみると，也蒋増築前の1928年(昭和g年〉
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、

;、 J
¥
 

〆J
 ハ

f、ーベ

i 一、
)、"、三

、

-306ー



{人》

初 i

ω 

~ 

〈人〉

". 

"H 

加。

1・

， 
州，

.' 

、-、

町F

川西.母子寮の役割・機能に関する歴史的研究

，. ， '1' .. ~. 

3 4. .5 .6 '1 

，-;? 

ト?ケ六二，

.. .. .. I‘ 
910 1l1: J仁 1 ， . 

、 、 !

、、~、， 

、 d 、ず J

. -....〆A

一…一 j一1 一一e 〆

、

，、可、
司、

{、

、

、、

二

.-今、、

官官 ;44 品 Y; ぃ;.， 
復 l 霊-

、 r

.. .. .. .. 111 
9101112i  ， 3 

l lz| r YJ え川小 L( ¥、.i~.'. ': 、、
録 ll r 心 λ' 九〆 J'，' ヘ ャ /、

、

は30人前後であったのが，再増築後の1933年〈昭和g年〉 勉強の予習，復蔵、競容の指導のほかに.. 讃美歌を歌い

には印人を越えi1936年 C昭和11年:)5月 6月の71人 若干の宗教講揺をι?とり，種をまいて草木町栽培をJした

を頂点として漸減額向を示l.-.1937年〈昭和12年〉末か り，工作をしたり.歯内め滑掃壬したり時には外め公

ら40-別人の問を揺れ動き横ばい状態となった。しかし 園に遊びに行{づたり，宗躍の母がわりとな~;~おできの
1943年〈昭和18年〉にズ高と時iこ40人を創る月もち又， じ治療等を行つだり有しだ!ベまたi乳幼免保育と I同様

笠童E疎開の陪い影を反映してくる。 に給食を実施L以貯金の奨励もしている正第V表ば手れ

担当保母としては，ここ崎されている諸氏のほかに らの実施状況と保育料の納不状況ま「出向jの記録か

も先に紹介したとおり，天野淡路がいる。また記録時は 序可能なかぎり整理したものであ月号。 。日

1人しか名前のみられない月もあるが，蒋増築延長は原則 貯金と給主に関し:Qあて当時限わPをもっ浮いられた

として2名の保母が当っていた様子である刷。 職員の方々か危有効な証言を得られなかづたため~~y こ

子どもグラブで別対抗挙制位計じで家庭lWW貯叫荷ぽ町、万三苫商務ヴ何百万噛難

に代わって生活教育を行なうことが目標とされ，学校の~.(<:::r汚あ!o;'， ，.bかし保育料に関Lては納入率の低い昭和8
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..←( エニヰ会

然の中で規則正しい生活を挺われ"水、泳はもちろんのこ

と，キャ γプファィヤーや運動会に興じたのであり，母

が休暇をとれた場合は母子ともに代楽を楽しめたのであ

った町このキャンプや次項に述?る各種の行事が，

J二、長Pわけ好禿むの旺盛なクラブの青どもたちの胸を，期、一 ~ 一日

~円〆J 肘毛布ゐt;:で品交と吾朗に難くない。

。) 入浴洗溜等のこと i 

以上でこの時代の入居家放の生活の比較的大きな断商

〈人】

，. 

6。

s。

M 

は把擾されたことと考え，本項ではその他の細々とした
2叫

生活場面を紹介したい。

，，~ まず入浴については，風呂が小さ正 1ケ所しかないこ

とが問題となった。 1934年〈昭和9年〉当時吋隔日 2

、家族て子露首r::紛湘了子後1隊平::t;-::ち昼時半までに会家族

ι えむふ占Jう'J;;涛閥表抱一作成;ぎ_n張~り出されていた酬。

この時間表は公平を欠かないよぅ片す持ため年3四位作

り直されたが，母同志のトラブノレが絶えず，これがも

とで母が子どもにつらく当たるということも閑々あっ

-13年という期闘が，先の在籍者数の多かった時期とほ た酬。

ら緬 24p S "1"02Zι2Z  9s、，、
e 1. g，宮 10- 11 I~ f! z: 3; 

倒産偽 車産宣車産 量 産 量

ぽ一致しており，これを職員の回想にみられるごとき当 洗濯は各自浴室で行った川】。乳児のおしめ等も. r母
時の不安な社会情勢と重ね合せてみれば，母の家の過密 親は子どものものを自分で洗うべき町だ」とする大屋の方

状況と入居家族の生活苦と社会不安が相互に深〈結びつ 針によって，各自持ち帰り，保母の手を煩わさなかつ

いてくる。また16年以降の高納入率仏，BE太主，;5寧需産“一た1川。/' "、 ムー_，"
業が母の労働力を吸収し:亡しV たt&>とおおよその説明 また年民 1""2回ほ;'，*，の家全体にホルマリン消識が

がつけられるのである。 ほどこされた叫」

ところで子どもクラプでは，右に概観してきた日常の そしてさまざまな行事が催された。花の日，夏のキャ

保育内容のほかに，毎年夏休みの一週間，東京各地の隣 γプ，運動会，感謝祭，クリスマス等々ー ーとりわけ感

保館等の組織である東京府児童指埠渚会が府下調布町上 謝祭やクリスマスでは，分家したλ々も皆集って旧突を

石原の多摩川の川原で開催した共同キャ γプに参加し 暖め，全員が劇やゲームに打ち興じるとともに，現在の

た酬。ここでは各団体の矛ーともt:，h tJ，~緒広三豊 L.l，._.:由 意L-l-_'ながらも安住の生活圭神tこ感謝L-.神を讃美した
ピV

第V表 保…育司 料一 & ー 十一一貯一一←金 一 給 食

lZ更謬護霊童労?院議鑓想主主主:襲芳子霊童毒事院義理|重要重?ド料製入金書
4τ92，(銭〉
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川西:母子寮の役割・機能に関する歴史的研究

のである山}。 。、、 i

午、 t宴襲・焼失ぐ、 "、 ¥、入

ぅ1931年Jく昭和6年)c'9月"柳条税事件工満州事変の発

端):1937年〈昭和12年う f月/iIl:溝橋事件〈日中戦争の

発端).1941年〈昭和16年)12月，ハワイ真珠湾空襲〈大

平洋戦争の発端〉と戦線を拡犬ι続けJてきた目:本軍は，

1942年(昭和17.年)'6月払ミザドウ..:c::'-:海戦を境応各地

で撤退，、敗退を繰りかえノじFω'M年〈昭和19年)7月18

日i戦線拡犬遂行当事者立さある東条内閣は遂に総辞職し

た。この政情変転の影轡から母の家抗まぬがれ得るはず

もなuvます?職員につし¥てふれれば，た逼えば大平洋戦

争勃発前後の在籍児琵数が低迷宇るゆで、王子どもグラブ

のグタフ参照〉立葉町苦いρ経済状態を案じて退職する

職員が出川ルまた本rl::空襲の!危険がをま日ってきた 1943

年〈昭和18年〉春には故郷に疎開する職員も出116).そし

てさらに本格的な東京空襲の始まる1944年〈昭和19年〉

末には大黒柱の大屋事健康上の理由?で母町家を去る。こ

うして先述した職員のうち最後まで残るのは結局大森ひ

とりとなり，従来は乳幼児保育担当:であった職員ゃある

いは旭町分図の駿員の加勢を頼んでやっと運営される状

況に追い込まれる@つまり" 'bはや母め家担当，保育園

担当主いった区別はなぐなり，とにか式本閤の職員全員

が文字通り全部の部署め賓任をもっ体制主なってゆくの

である。他方，ス唐家族f!'，;.つてはさらに戦争激化の影

響が大きい。 1943年〈昭和18'年3あたりから学童の縁故

疎開，集団疎開のゆ瓦の母子の分離，あるいは母と乳児

に対する疎開の勧告，母に対1:る徴用帝ィ、さらに出征兵

士の遺家族，留守家放の増加等々の事件が入居家族に霊

くのしかかったに違いない。'¥.:.: 

かかる状況下でi使用済みのわち半紙を夜返してニつ

折りにιでまEでとじたノーみに宥シ(:/'グでしたためられ

た日誌が残されτいる。立の記録は中山はぎのという神

学校出身の職員によるもの"Zl，'; r十月母之家日誌」とい

う表題に始まり;.'，1944年〈昭和19年)10月1日-12月31

自のaヶ用問の本圏全体の様子を伝えている。このうち

ことに母の家に関わると思われるものを抜翠し左に掲げ

ることとlt:こ。

T 昭和十九年母之家日誌《抜草)1!6) 

、十 J 月

一! 呂、旧収容者3・y姉を失富市に小田桐，中

山にて訪問す。、至極元気にだ働き居ちる。

収容中貸ιτある金二十問返却さる。

日 M.T就職の事につき兄つとめゐたる会

社に行く正新に遺λ$T・I姉部屋の掃

_'_ "除に来o..H・T姉疎開せる子供等に冬

1器入の荷物を送5.:
臣=豆、 肩上:'1'リ姉帯び部屋の掃除に来る。

C午後T・3姉新に久闘す正

五 、担 M ゐτ愛育会に赤ん坊の診察を受けに行

~ ;:< o' . ".~ 

六ご、日 M"，T姉今目立、り赤ん坊を園にたのみて

会社に出初む。切

に大震先生昨夜ょ;りおとまりになり今日午

小前中お帰りはな昂るO ' 

J¥' 日、''1'・ I母子今日より閤にうつらる。

十一日 Y・Tに少年航空兵の事につき区役所よ

り出頭ず引き通知状来る。

+三日，-Y・ 1来る十六日より都の谷町授産場に

就職する事決定宇6 、

+三日.' T.・s姉に実母散を服用せ lAt。

[)十四日 夜の家拝後小図柄先生より定額据置貯金

の件につき母親逮にお話せ品る。出征軍

人を送るため夜岩田先生出ちる。

十五日 Y・!， A:.I姉は居室を替える事につ

き岩田先生より話す。:

十六日 国民学校の始業放課時間今日よりおそく

なる。従て閣の学賞部の時間も之に順ず。

ート七、日 新嘗祭にて閣児お休み，母乏家の Te，

U ノ:" )1"・ 1両人を公用のため分困にお使さす。

、F

〈掴児のお八つのおさうを頂いてくる〉

y. TCH・T姉息，少年航空兵志願中〉

f 適正検査のため三震に出立す。

母の家のT・5姉身体の具合も大体よく

マくなになりしやうなれば仕事をと主少しやり初

ー~めしも夜に入りまた頭が霊〈変になるか

ち文少しやすませ主〈れとの事。

母の家旧収容者S'，'y姉の来訪あり。

十八日 y. 1姉今日よりお務を初む。

十九、日 雨。母の家M/.'M姉大森区役所兵事課よ

りの呼出によりお務をやすみて出頭する。

C .M姉大ぷお壬〈御務に行く。

M.T風邪気味にて学校を休む。

クラブお八つヨゲプ煮付け

ニ~十日 はれ。北の家のローカの押スれきれいに

掃除して客用のふとが再び日光ょくして

盤とんする。ク烹ずの子ちを手伝はしむ。

~'，: ，，('.' '" K.， Mお仕事におそf拙、て早引をする。

乙ボム自 主もり。 τ.S姉の赤ちゃんおめめを診

<.'、察受けに行ぐぶ

二十二日(j晴天。分閣に泊り L中山は小田桐先生と
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電話にて打's-Jt午前二業教会の礼拝に久

:"L;託引にごて出席~r:，f，;i;..<えを愛するもの」

の説教を御聞きじ帰りは野口先生の御許

に御弱ま1，'昼食を御手緒しお話の重点三

葉のとくに本閣の現在の様Tにつき今一

一度仕事由中，ι公的生活信仰に立たんと〆す

るのでなければと語lり念ひ裁によき数時

J 闘をもち長居のため先生訴おつかれにな

つてはと三時頃おいとまをーじて帰園す。

一，今日下駄の配給買ジピ守おりて母之

家がにぎ合ふv二:T'Y 

-， Y.，T三重よ Jり探る。 l

二十三日 靖国神社臨時大祭f:;r:園児は特別の外お

休，クラ抑止午前八時半止q十一時まで

毎日の順序によりヱす7ι母の家の姉妹逮

は務先によりて平日の通り務むるもの釆，

~ '"休めるものなどあり、じよ，':<; 

〉、午前中警察よ.~;戸籍調査に来られ岩田先

生之に応答せらるふ

国民登録申告密記え】を各姉妹逮になさし

にいむ。¥、'"，'

、二十四日屯年前で十時より午後九時まだ防火演習にて

J何とな 4園児五指導者もざわつき気味正

母の家一~Ma;lr， 'S_a来春国民学校に入

に(;， .. 学する子供の身体検査のため仕事をやす

む。

、午後八時か想敵機来し号，たいひの訓練

を行ふ。、その後できん労奉仕の事，配給

v物受取の事，家の内外の滞さうの事，魚

、の箱の件，、たばょをのんでいたお母さん

速はこの時局にきんえんするやうに，等

， " ~，. はっき注意をなす円一岩田，小田桐，中

. 

〆

山

T~':S を分園へお使〈みそ，正油を頂き

に、九 、l に主せιむ。、 2

二十五目、 Ma姉公休にとて私用のため終日外出。

九M..M姉右央の軍事にbき大蘇区役所行

のため仕事を休む6日、文

:T'，':'S向島に居:&妹を訪問，断四無しに

=、ノ〉リ〈仔き帰国せず正一、予 J

内三で十点潤 ζTメS姉午後戻っち亡4る。

、々 E言。L夜の礼拝〈母の家う大森先生司会の許に

(.:.(\;，.~;-:lf.応かるふお母さ ;ι逮保育料，献金;-!返

済金，定額貯金などもり"':~る。

三t全日戸学童部糸ι5休おrでいたY，'O今日辛り

出席する。 A 

. ':'.，; ，¥) 

二十八日 大屋先生一寸御出になら，る手J 信州諏訪れ

にィ近bp的正三十日江に疎開吐ちる&御lよJじ。

、，)午後徳永先生ぼみの円オ御顔を御出ιに
ι ぃ 、なられ直ちに御帰りになられLは残念日、

一一同俸給を頂見。

二十.1tJlム犬島につとめ居る Sゐ Y姉のK子;'.M男 I

(:.; 、お土産持てiあそびにこ時過き係る。

三来日雨。、草花ιミ母の家に遺入る Mi姉部屋の

.， -'.... 、掃除に来る。

ぷ三十ァ日 Mi姉今日より母の家にλ所。 T，，1姉、

山、 ρ幼児，乳児部になかなか来られな恥っ‘

. -たが〈母親Zいしくて】数目前より来ら F

れるよ 5になりて喜ぽじさ帯。

l 中山午前中自分のために病院h行れ/

三十九一月

日 K..M姉悲観的気持に満たされどうし丈'"

占も会社出志気になれずと丈亡仕事堂休み.'c 
J 、子供ちの衣類の修繕に終日を過ごす。モー

、、 の言ふところを宣けばうなづけJる京もあ

♂りて気の誌に思ヘり。

年後に警戒警報うづめて窓1，.'ゆ Iうやれ、報

になり，それらに対する態勢をなす。身、、

方に至り解除になり Jじも聞もなえ再び警，

戒響報に入りよりえ夜中何時空襲tこえる7

へもあはてぬ舟号皆々準備を:ずる。 .i-内

八時半頃分固まり徳永先生の御母様今晩U

，，).¥時ナ十分つ<:H;御昇天なされしよ，じり御i

通知をうけ一同驚かさる。匂に 、、..:(¥: ; 

日 米周先生ーオ来園，来工場に出毒事にな

:~今までの通り集りこ〈母の家〉出られなh

bが出来る丈都合V:C月のどの却にか御ふ

，出Tさるよし。 どい も i:>リー

四三人、日 夜の家拝後母の家の姉妹逮に園長先生の〈

御母様の御逝去され，.t-:事，.，御話する。御日

母様逮が自発的民御弔みに止ろ与と相談ご

が出来る。小田桐，中山之に賛成するム五

五 日小田桐レ高橋とし.T並に母η家代表者

Sw姉逮殴長の御宅にお弔みに行かうと

♂せ高折警戒警報にふりいまちく中止，ー

聞に待避の態勢準備投じむ正幸ひにして

一正午過密接解除，/tばら持也て警戒解除

'，_".'. ー，、

f 
J 弐，

見、

と主品。.'.，-μT~ 1!I 

旧母の家に居~，じ S~ 姉のま供〈男児〉

¥あそがに来tも警戒嘗報に永りたれば途
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中よくよと注意じて行えやうにとふくめ

、帰宅せしむー

r 夕方に鈴木きわ子先生来闘よ疎開児童及

村入の児輩速に対する:温情などにつきく

わじくいみいる話吉れ生きた勉強をさせ

品れる。;>， .，-'" 五、ゴ

六 日 午前人時半頃ま 1り瞥戒警報に入り岡崎等

のお母さんたちむかべに来，子どもを帰

ちしむ。午後解除となry，数名の外来閤児

と母の家の子たちとを斗組をなし常の如

〈保育し次ラアも常日の如し。

中の家の母親遥毎日早朝起床して炊事す

るに暗くて大代み図る故電気を昼夜燈か

ι了てほLいとの希望を申越す。依りて園

長に話Lて許可あれば希望の如くすると

約束する。.，;_

七 日 中の家の昼夜電燈ロ直す事見合はするや

うにと徳永先生、よりの御返事。

午後一時境警抜審報に入札、直ちに窓襲

警報比えるが早か敵機来襲となり職員一

同受持児涯を待機さす。待避ゴー不完全

且せまくじて誌だ心配せしも宰に解除に

至るまで無事なりし。志かも国の隣家に

は高射砲の破片とび来り屋根を適rじて地

中までつき入り，三我母ゑ家の中の家屋根

(大森先生の部屋)"J、斤とび来り先づ屋

根に落ちそれより地主 (Ts姉息)00 
ちゃんの足の後方にいたるにもかかわら

ずほんの一歩のへだたりのために何らの

「ケガJをせ吉りLは何と去ふ宰な事で

ありしを一同tもに喜ぶ。夜の母の家の

家拝には職員一同も出席じて家拝後今後

の防空の手配につきいろいろと打ち合せ

圭なす。而ιて感謝の内に一同散会す。

母の家の新入Mi姉診察を受けに行きて

本人並に先生遣が心配せる如きにあちで

単なる疲労のための痛みと判明じ安心し

:ν 日かつ寄ぷ。〆

八 二日 'K.M姉γM・T姉は子供の眼の治療を

、受けるた出又子供らの空襲の時の準備な

どをするため各お務めを休む。

_， \~円、Mi 姉は戸籍謄本を源籍地より取りょせ

るため本籍の役所に手紙を出さしむ。

7i山、日 母の家内T・I姉終日赤ちゃんのふとん

シ叫 bI!一九の御手伝を宇る。 IC'M;M・T今日も

• 

ーお務めを休み自分の雑事にすごす。

夜大森先生の司会にて母の家のク拝をな

「す。 l 、

拾 日 中の家の電燈昼夜灯になる。依って毎日

各必ず~'"ゅ'f.のねじをとめて出るよう

注意をする。

H.T姉疎開せ:G子供の商会に行く。新

館母の家〈掲の家町三世"筆者注〉の流

もるやうになりたれば久じ4用ゐざり L
7.':ノロを用ゐ耳障になさじむ。

十一日 今日高M 竺TずいK，'M会社を休む。

。

Mi仕事の件をききに行hじむ。大体に

適じた仕事苫思われる故その仕事に就く

宅うにす寧む。

夜の家拝後T・1派出揮の事につきて話

す。i心よく4承知すでるo " 

明日の勤労奉仕の母等を定める。

千三二自~母の家の勤労奉住はy・E姉とE叫M姉

l 午前中ジ午後なし。♂

'Mi、姉寧事主場民泊とむ志につき身体検

査に行号。

十三目先週欠勤中なりじM，.T姉今日よ η仕事

けに出る~';M心身体検査の結果もよく，い

よいよ仕事に遜品事日決定戸ついては乳

児部k托する幼児り下若と、ぽしければ着

替のため下着類四点与ふ。、願はくば真剣

!につとめてほじ嵩ものなり。

夜十時一寸過H・T姉疎開児童の面会よ

り帰る。 νr ム

十四日 母の家 Mi，今日より仕事に行く。乳児部

、に托廿る Sh'案外夫人、しく五時半過帰宅

全t.Q'O'，}母親Mhは仕事の第4 日を終ぅ元

気にて同姉が和〈活々とじた様子を見私

共もうれし品感じた。、希は健康にて永〈

働けることを。

学童部の子供ら三年生以上苧掘に行ける

た時(学校より〉タラプはいちとさみし

かりし。

T夜は鳥居先生司会の許民母の家のとタ拝。L

'， 'y♂ Iの男児身体の具合恋じく夜に入り

て医者に行く。明日は母親仕事を休みて

看護士る予定色す。、 じ

Y・U母娘夜分徳永先生は御固にかかり

に行く。 、，，-，，;

十五日 中山今日より大東E盟申央病院に入院。

-311ー



'" 
日本総合愛育研究所紀喪}町公第16集山!

ムエT'，'S姉に荷物のため同道じて貰ふ。

h、川 、く十ミヱ、月 、 ノ日

七 日中山予定日数の三倍程の貝子を経て今日

''1;後退院する。

、~>Iγ'Te，)九A・1.;!，τ・S，、y・EO司四姉国領に

疎開〈一時的に〉なさ b.tJ:~:

J~;，- c ~ .<::~山夕方自室そこ帰品。六、ぺI

て、!ょ中山帰国宇るが iノバ、

でfl三F目、々、去用士五日以来毎日或はで日をきといふ

程のはげしき空襲に古なほ保られつつ無

J事院再び相合ふ主との出来た事を感謝す

二。与八円る。~ 。;i'/一

>jニι :~M!-Xの次男は学窓疎開じ居りしも限が

悪くて帰宅させちねでいる止

チ~:四日こ夜空襲あり，t-も太事桜取さ刀しを寧とす。

十五日 Tb，Y'U';O k';'A)・r...:re，等に徴用令来

P山る。 i旬、

す ι，t，回一去る十五，六七月一の若袋町婦A会主催

の軍事教練今夜民主終示。ι職員より小田

桐先生，失原姉母の家主りI':LSw，Su，Ir。

十八日 午後及夜中警戒警報ありιもそれのみで

ム、「解除はなりいま先宰なJりき。モ ロー

~?~，':2.用ラ三だの築製造の講習量当クラブ室

日;子 、にで午前中関かる。 iijf 円

寸t九 ζ目、 K'M;'Tei'!i，I等は引カづき務を休て

〆 いる。 . .;-、ぐに

二十日 未明警戒警報に入り、しも直ちに解除とな

〆"C-'_ る。 l' ， I 、.‘ ， ， 

夜米問先生御出にな吐母v家の集を開く。

';._J¥，._此の夜欠席者八名。."父、>;'.-'

':，:i学童部内お八，ノおみがιにす?る。

ニ?十一日 ;ITs足のキYは附しく iいたむためお仕事

.，心パ御休み。:K，Mも神経痛のため引きつづ

れ¥':.".きお務在休み居る。

T' 1は今月末疎開者(知λ〉留守に引

，-;~ '~.打、じき50る事に決定す。 T' Sも同じく決

u よ:ごぷ定~-，jT ・ s ば今晩実父の許に帰宅。

グラブのお八つミヵ γ。 i

二十三三日京午前中山分困に行，..T，S，T'Iの転

メニムι 〉居の件.~_~ '/7. ;!.L :!ミマ来集会の件等報告打合

:-::.日主ドなfど宇高ぶ

新館母の家の台所の水遊説守口を水道局

〆二、 ]1湿り来盟主直す。ン ( 

午後早々ケイカイ空襲氏九思しも大変な

ρ ごvくじ主解除となる。 九

• 
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;三、学童部のお11..'守おうどん。 i日

二十三日 未明四時過空襲に永り ι古帝都には大変

あら方?ι宅解除となる。最も寒き時間幼

/-C¥j 児円安い母親迷根気の君主にたへず。

~{.、 J 慢の家のM ・..T私用のためお務めを休む。

同じく K.M病気のため正月七固まで逮

守:山市、ノ九統お休みを顔。たるよ ι。
に、" ._' 夜盛岡柄先生司会の許に家拝をなす。

λ 人ドモり後来る二十五夜究リスマス礼拝会催

の予告守る。

，;¥時半警戒警報に入る。大変にならずし

史、内 定解除となるOj." ，"'~〆

ニf四日 中山こ葉教会の究J，I';'えマス礼拝に出席す

る。、教会にてキサM を共Kιた後野口先

。 生の御宅に大関先生と共に行先生のお荷

物蜂らへを御手伝さιて頂、く。願は老先

Jι λ 生の御土にな惇御認の御手町並ならん事

《聖型t~.<守つ 17方関関する;; • 

与十五日 午後徳永先~御出院予られ岩田先生の退

、駿を中心ょ ι尤種fミなる話に時を過ごす。

~予定J;，り約再1:分お《れ芳クりスマス礼

拝fこ;;.;，る託子L拝声第三二部の府〈茶話会〉

二:話 、 も共に感謝の内に終る。

ミナホ日

"、 t

午後よ，~クラブの♂ ;P.--?)~て♂準備六時半

より空L拝と親ぽメ会に主のお導きあり。

J 両会ず誠に感謝り内tこ終長。児童遠の会

にれっ席されしは小間桐;::~原，永田の

r三先生。児童逮も満足す。

ク旦ス?マ^丹日;(昨日〉旧母の家に居L

、i!g，姉の孝人ク間?-マヨぇ献金を持参さる。

二十七日'グりスマス献金量献納〈寧部〉する事に
、、

ム i

一¥

、ついて昨夕より今朝に恥け了て深川分閤よ

り度々打合せの電話〈志。電話の具合極

め主怒るし。午後需速空襲警報あり打合

せの件中止宇るが夜に未り再びありしも

大事に至らず解除となる。ホ

ニナA日 朝徳永先生より御電話あ9グりスマス献

金献納朝日新聞の方にし宅はとの事にて

午後よりタラプのTy，;，:W.>:伴ひて朝日

に行く。帰途空襲にあひし畠何なく熔閤

せるを感謝すイ夜母の家の家拝の折再び

、ポ?てがくるい之またま志な可解除になり

たり。

先生方.夫そうじをせちる。 tグラブ児童

1;.共にす品。元母の家に居91..Md姉来
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訪，手土産と tお煎茶持重量也ち事。:

二十九日 Ok姉を以て米田先生へ舟ヂ』、民マス謝

礼を持参せし念。~母の家の方も共に。

元母の家に居りじOg姉より Ok姉を通L

tグリス守;<献金を持番ませしめられる。

感謝心のある数人を内面的にうれしく思

はさる。夜九時五分頃ポー来る共事にい

町、
、、~

?たらず退去ぜ苔をよろこぶ。

母の家の犬掃をする事について各組の週

J 番に言い渡す。

夜八時四十分顎強震あり，されE無事。

三十日 午後よりクラブω児童らと岩田先生等と

ガラスふきT<i。

A姉(1日母の家K居りし人〉グりスマス

献金を持参すでる。ものの如何金の多少に

止らず母之家に於て世話なりじを覚えて

クり Aマス毎に衆られる事はヲれιぃ事

でa，る。新春三日午食を共にする事の予

告を母の家の家拝の後にする。姉妹連大

いに喜ぶ。

y.u許4ばん悪しきを知れ喜一審吏，本

人について真椅をたづねに〈事。岩田先

生と共に答ぺら札るはんゐに答礼事。'本

人母夜に).Jこ本λ昨日まり帰宅せさる旨

通知が来る。 も 付ヘ

三十一日 多事なる中に今日ま:で導がれじを感繍す。

正午頃深川分間より原藤先生めづ色しく

来られ少時お話じで帰宅戸る。 r

y:. U夕方帰宅岩田先生せつゆを与へち

る。

夜九時止り岩田先生司会の許に除夜会よ，

Tるや直ちに警戒警報にJむる。;， : J 

1944:年〈昭和19年主12Jl31日γ二葉保育園本因母の家

の記録は，査官者の知Eかぎりごの日で絶えてじま市が，

戦局は悪化の一途を辿弘、約4ヶ月後強制疎開によ事残

っていた人々が立ち退色よ 1そじてそのム週間後の1945年

〈昭和20年) 4 月 13日，ぃ米軍空襲によ.?<7(~.全焼するとい

5痛まじい幕切れを迎えたという問。¥じ抽益L.'同年S

Jl:10目の東京大空襲て鳴羽車英子はじめ職員5名，母子16

名を失づだ深川分周の大惨事を思い起せば，空襲による

犠牲者をーんだに出さ、ながった乙とは不等中の宰としな

はればなおなかるた。

(¥' 8 結び、

二葉保育閤本閤母の家が焼失じて35年間の歳月が流

れ，その聞には園長徳永恕，主婦大屋ムヘ永、をはピめ旧職

員やλ唐家族であづた方冷が多数他界じた。それは母の

家の生証人が次々に歴史の彼方へ消えてゆく月日でもあ

ーだ。本稿に霊場された現誕の生誕大事いずれすべて突

の御国に召されでゆえ時が{るじじがじそ!の時まではこ

の地上にお吋る母の家の歩みが続いてゆ《ι、との人の人

生に高母のl家の出来事;vt刻印されているのであれば，た

とえ現在〈いま1ば母の家の建物が存在せず，-":t:とで事業

が営まれでいな4でも，がうて母の家が受け容れた人々

のその後の生活は，普きにつけ慈しきに弓け母の家の仕

事を証ιじてゆ<o<とのよう応考え戦後の!日λ居家族の

動向を振り返っでみるι，ある事件が自につぐの了である。

1957年〈昭和32年)12月，旧母の家入所者証名〈母2

名，子Z名おが発起λとならて.戦後の二葉の財政を少

しでも援助するため民旧職員と本図母の家出身者に広〈

呼びかけ. r三葉会Jとい号名称の後援会組織を発足さ

せ，その加入者は77名に逮しだ附。ニ業八の寄付金は初

年度32;'500問，"2年目35..000円".3年目13.000円であり.

1958年〈昭和33年〉が信毎年親睦袋も催し計3聞を数え

た刷。た、だiその後の記録は残っておらず，聞くとこ

ろによれば決第民活動が衰退じtいったといわれるが，

それはじでもかつτの母の家ス所者による後援会組織の

誕生は特筆すべき出来事であろう。." ，~' 

この外に本園母の家の仕事を証しする戦後の記録は残

っていない。じかじ先述の主おり約30'1>の旧入居家族と

の交情を続げている鈴木喜和民をはじめと ιで現在各地

で活毘志続けておられる母の家関係者の存在と生活その

むののうちに正母の家の営みの意味が，おそらくは言語

化を拒否するほどの深い意味が，隠されているように思

われるのである。

一， } '.本 * P宇

本稿は筆者が『ニ葉保育園80年史』の編纂作業に加え

られたために陽の目を見たものであり，梅森公代理事長

はじめ二業保育闘の現・ 113職員，関係者なちびに旧母の

家λ所者のム方ならぬ御協力を感鰐する次第である。と

りわけ鈴木喜和民，岡倫氏のご協力は，'.，古じそれが得ら

れなおよ吾だならば，鑑を執ることすらできぬほど犬きく

援がいものであった。

'，q;  主力、白 i

、
d 、'_，:'-'i 

【注〕

:1) ('，' JII西康裕「母子寮の沿平H母子寮漣営研究資料』

_' ~(母予寮運営研覚資料編集委員会 1979年 3 月

2) '1'1l百掲嘗:.a28"-29;買，第 1点の全文は以下のとおり

!だが，本文にはその基本部分のみ掲蛾ιた。
① 母子寮は，経済的もじ〈は精神的に著しく不安

J L' 定な状態にある母子に対L;'f身!と，むの安住所」
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くに ζ を与えぷその自立を促宇ぞ~Sあ邑ゆ嘉源カ、告す

九る。/(.二、三十/、民、工、 つ /"/"'.'/'， 

れ v り これ宮入所母子の側か色みればr母子寮は母予

コの生活回復過程の舞台と考主らね"、そのアロ逗ス

ノ、は，::.(1)母子寮入所;(緊急避難》同母子の心の率静

ご回晦，e'(3)母の就業，:'~(4)世帯の収ス安定" (6)母子<1.l

~自立へめ自信回復，明)退所先の決定，ペマ)母子寮返

所，弐(8)母予の自立，とし、うふうほおらわす1ことが

ブできるo-'" . 守

、♂またJ とのような母奈の生活回復のために，母

子寮はつぎのようなはたらきをするごとが必要だ

J あるぶ γ
、 内クー、 ~ 
、'、一、"".. 

，(1)ぃ入所母子がhつで也心を雫般にじ:t'v:-られ奇

ι 止;君主意相談相手主なるととぷ

♂←;く2);A所母子が，人母子寮は生活回復の舞台である

こ吃を理解できるJ::う援助す、ること、。 J

'(3)' 母が就労できる」乙うジ就職先ぬ;IiJ叫せルまだ

、ミは情報提供等の援助を宇るごと~~" ，;._ ;¥0> . 

つ(4) 舟の就労時間中は，乳幼児$.. よび学査の教育

J、日ミ£の心配を取P除官こじ保育所怠いじ児童館

パカt実際の保育を代替すでる場合も，母の就労中限

おける児童の養育の最終責任は母子寮が負うζi

川左，-，-."。j'j' ¥.-./ 

(6)、来所母宅iob;父または失かち緊急避難じている

円氷川広場合は，'<";その母奈の身の安全を保障する三とじ

， >守市紀末所母号新自立マすてるため，退所先・返所後の

svt〉予芯もη義脊に母の再婚等について，、母が十分

~. .rな見通じを屯令民至るま?で相談援助を惜じまな

し、こと。

例入所母子の退所後は，母子の要請に応じてそ

ぷη相談民の.!J:.'あるU川、は定期的に述絡じで"ハ、母

"，'九$ゐλ以と託ιノ刀，:}~畏長の生活向」止tのために援助すること~勺。

ぐ、e:lfii(8)九;母予寮<7.1;{i;食住の条件が世間的標準からみt

£。与ぷ低劣な場合，こfれを改革す:るため社会に対じ主

_ei {~t イミ Si運動する之『とJ ムノ i、、、

〉仁YJぇl主主おβ筆者は最近ある母子寮の処遇研究会の

席上で，公営住宅に入居した母子寮退所者の単

数程度が被保護世帯であると聞かされ，経済的

自立を不可欠の要#とせずに母子の自立を考え

f:，-;-，n'b'ピ?な:1:対}}i:なら;ない事態にうかつにもはじめで直

iJ商 lÐ"ë~.頭を抱えとまざるを得なかった。この経

。日当日済的自J立の問題に:;;:>，1...-..:17.二、も伝と深い理解を得

~t主主;:0，:，E事与せ度母子の畠立の意味を芳走直す

';.'γド>，;必要がおる。ょうほ忍われるう。よjうて~い

: 3) 慢の家設怪までの三葉保育園の沿本を舗単に記し

ておけば，左のとお自であるか

¥明治33年4月 麹町番町に学習院教授野口幽呑，

日斎藤美根 f峰とも密かれる〉によ

ゴ0" "，，-;~で貧民街町手Eもたちに幼児教

"，育をほ)1;:;:'宇ために私立二葉幼稚

J J vu、ニ:ti函が創設される。

円 l明治39年 当時の東京三夫貧民窟の一つであ

ご¥る四谷鮫!r椀そ後民元鮫ケ橋一→

U 日J に、元町と地名変更主の御料地を無料

拝借し{一新築移転1;る。

勾大正2年 明治天皇葬場殿の?部を下賜され

ポ倍に拡張する。

大正5年 ニ業保育園と改称苫れる。豊多摩

郡南町〈後に四谷区旭町と知名変

、久ソ、更〉応分闘を設立する。

日ん大正8年"¥ 旭町分閣に小学部を付設する。

ヘ犬正11年一べ小学、部が市民移管された後に，学

護保有止夜間診療部，際究部，夜

片岡裁縫部等在設ける。本閤に母の

家を設怪す7る。ご

三 なお，ニ英保育閣はよこの他民深川分図母の家

む，(昭和10年前20年弘主右原分困母の、家〈昭和22年

月初年去さらに本稿で謁先Tる母の家の跡地に新

たに母の家〈昭和25年""37年〉】を設置している。

4) 古くは四谷鮫ヶ橋と呼ば士Lふ現在は地名変更され

~東京都新宿区南元町証と呼ばれる場所でおり日間地

4 民社会福祉法点三奨保育闘の経滋に「よるニ築乳児

院，ニ策南元保育園が設置されでいる。

5)ノ、『工業保育圏第二十三年報【自大正十一年一月至

十二月)~. 4頁

6)，'，，;:，の期日はこ築保育園内の資料はよっては確認で

吉ないがμ 山崎朋子，人上笠一郎 F光ほのかなれども

一一徳永恕内生涯--，;-，.Jr::tNICA主婦の友社μ昭和

ιS4年12月号;"193支にある記事~を採用じた。ぷ〆'~::;:G

7) :. :Wニ築保育園第三十二年報止の，E会計報告J;';お府

ロ(U現在賛助者J の欄参照o~1;;. (_;-:o'1..日 入ゴγ}':可作

， :8)υ 『三葉幼稚園第f四回報告』τ18支! (れ(，~刊行i〉

9)φ吋『ご業保育園第三十周年報J:昭和9若手書月，と3o頁

D '.':~:::Ir'年縛』には母子と!同様tこ父子の窮状古数多古!紹分

、、三されでhるが，徳永らが仁母性保護り立場か目」母

、 の家設置に踏みきらたのはぷ先ず不適昌同性の保護

に向うという意志の表われとみる ζ とができよ、君。。

しかし，保育事業の範囲内では従来通り父手家庭の

保護が行われちEいた。 F1、ii:(¥

10) :，同上，..35.，036頁ー..ユ
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11) . r二業保育閤第二十三年報L4円一5烹

l?) • r二業保育圏第二十五年報』大正1ぷ手12月.堅実

13) 問、ム 、口三、 :'._λ
14) 大震災善後会『大震災善後会報告書全』犬1E14宇

12月23民 367頁

15) r三業保育閤第二十五年報.H19.頁 に

16) 同上. 16頁に渡辺琴は明治~4年 5 月就職ィ以来牢

年5ヶ月間勤続Lて退職bたとあ声。 、

17) ニ業保育園の調べによれば，渡辺は大正9年から

11年12月まで東京府社会諜児童保護寮員.:12年 I月

から14年12月まで司法省少年保護司を歴任してい

る。 i: 、f

1め 『二業保育圏第二寸包年報J12. 13景、 川

19) 向上. 17頁には就職年且が大正13年4月と記され

ていて履歴書の記述とくや違ラカおその正否は切ら

かではない。

20)予大屋歌民〈ムメの長男故久寿雄氏の嫁〉に主る

21) 大屋ムメが月籍上り正しい名称ィ曙びに長いため

しばしば「梅主あるいは「梅子J'が使われてい号。

時にはムメの母方に子がなかったため，その姓「菅」

を名のり r脊ムメ」と称したこともある。ムメの

三男故良民は「脊j籍に入っている。

22) 鈴木喜和，出射淡路f旧姓天野).橋詰政子〈旧姓

西村〉の各氏。 r年報』では共働者というととばが

用いられている。 、

23) 大屋ムメ f母子扶助事業の現業がらJ.r:社会事業』

行第20発第10号'一昭和1231:1月， :687γ.69頁へ、 1

24) 大屋歌民による べ

25) 26) fニ業保存圏第二オ五年報.s.6頁

27) 図面の左道路際にある f母の家分室jがいつ建て

られ，また母の家全体におい宅いかなる位底を占め

t たか定かではない。

宮8):.f二業保育園第二十五年報.i5貰

29) 向上.13頁 L 

30) 向上.11頁

31) 向上. 6頁 ._， 

32)ι入居家族数，、'7:<.唐人員数ともf大震災善後会報告

書全.s368頁

33) 入居家族数':.A居人員数とも『ニ業保育閤第二十

!与五雫報.i12京 、J

34)、λ居家族数J久居ノk員数，居室数と忠 :W三業保育

¥、関』昭和3年E月;，.15.頁

35):; r工業保育園第二十五年報.ß:.lh12買';:;i(.r~業保

育園J.15頁 、 ¥，;;: ，~':、人

，36) ....r三業保育圏第二十主年報J:12貰 ν 、、

37) r.二業保育関.s4頁 、

38) 大屋梅子「心よりの叫びJr:社会事業』第11巻第

9号，昭和2年12月.36貰 1 、

39) r.ニ葉保育関第二十五年報.s12頁'.参考書でに犬

マ1E14年12周現在入居中の叩木の母の内訳走みるtio
i 央に死別の者が15A;o'生別が18木3である。生別につ

ぶいては F寒中氏惇また随分いろいろ複雑bた事情を

入もって居る大許町、女の弱さ.無智&男戸怯の横

暴，、社会の裏面には何処迄暗さが禍いLで居品事か

に戦探せざるをえませぬJとの注書き治史み:t:，れ，

『ニ業保育園第二十三年報』に紹介きれた具体的な

描零を想起させちれる。

40)' ..r二葉保育園第三十五年報.s12頁 ，日、ー ι

。之 ζに大屋の信条が反映されていることは明らか

、である。: λ，" 兵、~ ~ ~ 

41企 『三業保育圏第三T三年報』には，:i:貸金:lIT救与

?金J.r二業保育閤第こ十五年報』には「救与費Jr救

M 貸与費士F貸救与費Jcr二業保育鶴』には「救助費」

と記されている。本文では「救助費」を採用ιた。
42):. J二築保育園第二十五得報~'12頁γ、『ニ業保育関』

':'15頁にむζtJ4:問機叩母の仕事が紹介され?でいる。

43)' Wニ葉保育園第三寸五年報.s.12支
44) r二葉保育関.s16.頁;:

45) r二葉保育圏第二十五年報.s12頁 t 、 心0

46) 向上. 18-23支 へミ

:47)二月土;'• .，.頁 f廉売部jの項，. rr.二業保育園.s32"' 

， "非頁J焼売部Jーの項を参照。 、

48) r二業保育圏第与:i;五年報.s13頁 、J

;@>.J手業保育園H6実 智 "'.:)  

ι0)::健藤hはほは'*正5'0'6年および大正12*守昭和

町:ュ.14年の長期にわたってニ業保育園で幼児保育を担当

"/，}した。、大正12年あたりから昭和初期にかけて時，本

園保育園よ四谷区元町〉、の保育主任の要職に加え，

f手今年ク買プJ干少女宅ラぞJ、F日}理学校J，.:q:>主任*

大屋ムメとともに勤めた。鈴木喜和民日去れは佐

藤は話し上手で，男建的な1印象(7)中に細かい心，~.\ま

りがあ弘\少年たちf:殊~~好かす1たという。、玉成保

く母養成所卒。川、 目、 六 、、 λ一 一 日寸

51).:. .r.三業保育閤第二十五年報J11頁 •. .内

52) .53) 同土;'d2"'13頁 、

)54D去三業保育園は昭和10年A月財団法人吉右τ盈記さ

れ晶がその法λ化手続の際の書類「家屋所有証明願」

「、〈昭和9年12月28日付〉によって知られ豊年君。

55) W.ニ業保育闘.s22-23貰 いいえ-Siペ、

56)人『二葉保育園改築落成報告書』昭和4年5月U"p
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-7頁

157}' !向上 4頁、 、 '，-' U~ 

58) 同上 5頁 ハ 2

>59) 同J正r'28頁
60)'" rニ築保育圏第三干四年報』昭和 9年 1月， 36頁

‘民は下改築移築等によっで母め家は新旧合計五十二

ν 室をもっやうになりJとあり数民異伺がみちれる。

その後の記録は現存しないが.当時め同労者鈴木喜

八 和民ば，焼失するまでこの規模のまま宅あったと誕

言じている。

61)'"ζの他に..早川邦子 F東都母手保護施設めぐりJ

『社会事業』第18溢務5号，昭和9年8月，工および

杉本良夫「愛育事業施設めぐり('""~二葉保育臨・
母の家℃東京，四谷)fW愛育I第'1巻第1号，昭和

10年7月にもふれられているが，前者は r=薬保育

園第三寸四年報』の記事と等じく，後者は昭和'9年

2月調『事業現況摘要』に等じいのだ，ここでは取

り土げなかった。 r子どもタラプJ!f"ついては後述

される。 、 ノ A

62) 56世帯を入所理由別にみるを，死別28.別居に理

由は種々)14;行衛不明 9;'"離別2正結被性久院 1

精神病入院2，，:，入獄2といろ内訳である。 rニ業

保育園第三十四年報~ 19J王υ;

63) 同上 F 、 に

64) 向上. 21頁

喝の筆者ちがニ禁保育園閤史編纂過程で突施した「二

禁保育園母の家についての調査Jの昭和国年3月30

日付S民の回答より抜すじ、し?とむの。ョ

66) 二業保育聞には，園長野両幽香が内匠頭男爵東久

世秀雄日宛てた昭和2年 4月20日付 F御料地拝借御

願jが保存されている。これは、新宿旭町分闘に近

い新宿御苑め一部を母町家建設の't:めに借用依頼し

たもの宅あるが，聞きえれちれなからた。

67)" 1978年末から198C年にかけて筆者ちが二葉保育園

、 4闘史編纂過程で行った調査

'68)..'早川邦子前掲密;64頁、、
69) 故夫聖子貞祐民は彼女の叔父にあたる。、)

70) 焚絢社の『日本紳士録~ (第36版.'昭和字年〉に

よれば，佐藤定吉は1887年生れ，盛多摩郡下落告に

住い佐藤化学研究所を主宰7ヱ学博士1::.あ年SP著醤

も ;j，，~:， τ科学より観たる人生関庖』があtl独自のキ(9 弘

L 二 ~~'.:f;教理解を示 IJこ。 日年3忍め.L't拭会運動J、は佐

。藤町提唱じ泥むので故大乎首相も青年時代にこれに

加わっていたという。円、~，::~: ;，'川広三一 (乙

<71) 井£良雄組編:f二iとほ』特集キ坊主ぐ恥め証人戸信

濃町教会史の人ゐ;信濃町教会'.，19字通年1月. 52頁

.72) ニ業保育園は古寺がち前進座の協カ在得て.~め
公演の収益金の一部を事業に充てている(卜 〈Cf 

73) .， ~r二葉保育園第三十四年報j 20頁 ハ CJ 
74) 杉本良夫，前掲密'. 30頁 戸¥'i_;日。 に ('1

75) 大屋ムメ;r:母子扶助事業の現業からJ70頁 '，<" 

干の、第E衰の職務内容の欄参照

77) W母性保護』母性保護連盟e 第1号，、昭和13年 9

-月20日，" 2，頁許 e i i ， (? 

ι78) 同上参照とぷ

'79) r母性保護』第2号，昭和13年10月20日;'.'2買

80) r母性保護』第 1号. 3頁

81)金子hげり七「最近に於ける母子保護施設瞥見J

f児童保護過昭和12年 6月....13-1(買 、ρ

82)， r二葉保育関第三十四年報J.22買 〆(ご

83) ここにいう資料とは r二葉保育閤三十四年報~.

u早川邦子，前掲密，杉本良夫ジ前掲容，およびI母

F 性保護』第2号，をさし宅いる。、

84)' ， rニ業保育閏第三十四年報J24頁

'85). ，同上.，20頁

86) 同土

87) 昭和9年 2月調『事業現況摘要』円、.'" 

88) 早川邦子，守前掲密. 67頁.:.'.' .-，，-、 (:，:~ 

89)、同上 r、戸 い円、

90) r二葉保育闘第三十四年報~.2Ò買ア rc'J ヤ

91) 竹内茂代(1881ゐ 1975)にやいてはf東京連谷婦

入会編昭和12年版『婦人年制巻末日「競ス制ボに左

のような紹介記事がある。← λ 子、 〈げ

竹内茂代，長野県出身，失.午業医大講師μ向後最

院病理部長.医学博士竹内層平氏、，"'，-七一 ぃο

①職名，財団法A民族衛生協会理事J四谷婦人会

副会長，至誠会理事.浄風園理事，婦人海

外協会理事，愛国婦j人会評議員f少年保護

協会理事，医学博士 .' .);~ 1，】

②経歴，明治40年東京女子医学校手業，明治幼年

医師になる。大正2年医説開業..j唱和均年

文部省嘱託、昭和8年医学博云討学位雀受

〈 克己ば_，，~;'，r， 

ー i' ，②本年度の仕事，並に来年度の位事:;~:.~;，人 〈ιt

体育に関する研究論文が本年度め成総ト来年度

は柿活量の研究，代議主体力測定ぷ結核手防等2

また竹内は大正年間島尾市川房枝ら丘、ともに社会

ぷ「運動に挺身じだが，昭和21年の衆議院選挙に日本自

由党から東京1区に出馬し当選，女性代議と1::1号と

なった。その後日本宮医会副会長t.i:dを歴伝著書
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に『一般家庭看護学及一般有児学』がある。'，，"1

.. 92) 東京連合婦人会編昭和12年版J婦人年鑑』によれ

ば四谷区婦人会はつぎのような団体であヵた。、

①事務局東京市四谷区三光町~;~電四谷1460番

竹内茂代方

，①創立昭和-31長6月

@会員 数 1'.000名

③ 目的本会は成申詔密の御趣旨を略体L勤倹の

突を挙ぐると共に家庭並に社会生活の向

J:体育の増進在図るを以て目的主す、

@主なる事業，

イ 婦人の修援に関する諸種の器演会，講習会及

会員の談話会等の開催。

ロ 風俗の匡励及勤倹節約に関する宣伝並に之が

実行。

ハ諸種の社会事業及之が奨励並に援助

ニ会報発行

ホ衛生に関する知識普及並に実行

⑤役員会長大久保栄子，副会長竹内茂代，

山田わか，常任幹事徳永恕他〈以上，

上記年鑑 137頁より〉

93) r二葉保育国第三十四年報~ 20買

94) 鈴木喜和民によれば，集会の時刻になると大屋ら

が鏑を鳴らしながら部屋をまわったという。それで

も集まって来ない母がいると，鈴木氏ら職員に様子

をうかがわせ極力出席させた。ただ，見回った職員

が疲れた母を見てそっとしておいであげたことも多

ミ々あったらしい。

95) 由木康 (1896-)キりスト教神学者，バスカル研

究者，讃美歌構成，鳥取県に生まれる，大正9年関

西学院大学文学部卒，二葉独立教会牧師〈本文記事

当時〉を経て日本基督教団東中野教会牧師，現在同

教会名誉牧師，他に，背山学院大学，東京女子大

学，フ ~y ス女子短期大学各講師，関西学院大学評

議員，日本基督教団讃美歌要員長，基督教音楽学校

理事長を歴任，著書に『パスカル伝JWキHスト教

礼拝学序説j!r讃美歌略解Jrバスカル探究J.訳書

に『パスカル小品集Hパスカル冥想録jW，基督に倣
ひて』等がある。〈以上突鈎社第66版『日本紳士録』

等を参照した〉

96) r二業保育園第三十四年報J21頁

97) 早川邦子，前掲密. 66頁

98) 米国武男牧師 (1896-)の経歴は左のとおり。

昭和6年9月 日本神学校〈旧日本基督教会系〉

中退

昭和6年9月 四谷伸町基督教会牧師 、

昭和8年12月 独立御宛教会創立〈、 1

昭和16年6月ノ独立御苑教会，.日:本基督教団民加

f 入ι.--_ ~教団正教師となる。-

昭和25年 、独立御苑教会が教団を離脱するに

ともない自動的に教団を離れる。

昭和25年10月 独立也沢教会(神祭川県七沢〉創

立 、 土

昭和27年 独立毛沢教会，半原教会主合同す一

'る。J

昭和28年4月 日本基督教聞に復帰

昭和29年1月 目;本基督教団半原教会牧師，現在

に罰jる。

以上は，昭和28年4月米国師が日本基督教団に復

帰するにあたって教団事務局に提出された履歴密の

内容である。米田氏御自身は二葉に来られるように〆

なった時期を覚えていらっしゃらないが，鈴木氏に

よれば，四谷仲町教会時代と御苑教会時代が母の家

の時代と重なるという。また，米田師によれば昭和

20年2-3月でやめられたのは母の家のG・F民の

紹介でG'F氏の故郷神奈川県愛甲郡清川村に疎開

されたためである。

参考までに.1980年6月28自に米間師が鈴木氏と

盤者に諮った牧会に関する考えを示せli， r牧会は

説教によって語られたことが，その人のおかれたと

ころで，なにをしていても/その人の持ち味となって

生きてくるように滋くこと，あるいは導き合うこと

である」というものである。

99) 鈴木喜和民による。米国師は現在もこれらの人た

ちとは行き来があるとして，当時の入所者4家族と

旧同労者2名をあげられた。

100) 早川邦子，前掲密.66頁

101) 大屋梅子「母の家に集ふものJW社会事業』第13

巻第2号，昭和4年5月

102) 大屋樵同ム 89頁

103) rニ業保育園第三十四年報j13-16頁要約

104) 向上， 16頁

105) 同上，鈴木喜和，出射淡路，橋詰敬子の諸民によ

る。

106)107) r.二業保育闘第三十四年報J17'-18:頁

108) 早川邦子，前掲密:.67頁

109) 鈴木喜和民による。

110) lll)同上

112) 向上

113) 同上
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》

/ 

中山はき・の 向 19年 r 

永田登利岡"，，18叫 19隼一

宮木登志子同 19年二

t 以上町中には1944年〈昭和19年)6月の「託児所、

ー閉鎖令Jによって旭町分閣から配置換になっだもの

も相当いることであろ号。鈴木喜和民に占れば本日

誌記録者の中山はぎのもそのーλである由。

戸文中のつりレヲ吹ベタトは入居母子を表わしてい

る。、

117) 山崎朋子，土筆一郎，前掲醤; 193.頁

118) 119) W三葉会関係密類綴』より調べたもの。

へ、

， 

叫¥
λ 

¥ 

114) 第班表鈴木喜和の下退職理由」の榔参照。、

115) 同上，小倉設志の欄参照コ 、 〈グ

116)ι残存ナる職員名簿によ~::'C本田和こ登場する職員

名と在職期間を示せば左のとおりである。

岩田 むに昭和8""11年;13-21年目、

、大原美枝問よ19-20年

ー大森芳子ル向;13"，20穿

犬屋ムメ 7dE13-昭和19年

. 'J小Y 岡柄操

向 22-24年〉

高橋敏子同 16"，21年:

同 16出 19年鳥居!君江

f
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